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早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

小

林

茂

文

は
じ
め
に

怨
霊
は
目
に
見
え
る
モ
ノ
で
は
な
い
。
怨
霊
事
件
は
、
民
衆
や

国
家
の
漠
然
と
し
た
不
安
が
、
政
治
状
況
や
災
異
と
結
合
し
て
心

意
的
に
語
ら
れ
て
成
立
す
る
表
象
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
怨
霊
は
言

説
で
あ
る
。
そ
の
言
説
は
語
ら
れ
て
物
語
を
創
生
し
、
そ
れ
は
現

実
と
認
識
さ
れ
て
歴
史
事
実
と
な
る
。
誰
が
語
り
出
し
、
誰
が
享

受
す
る
物
語
な
の
か
。

怨
霊
は
早
良
親
王
の
霊
に
お
い
て
初
め
て
発
明
さ
れ
た
と
考
え

る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
証
明
し
、
早
良
親
王
以
前
に
怨
霊
の
発

露
を
認
め
る
言
説
の
陥
穽
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
怨
霊
言
説
の

形
成
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
の
方
法
を
問
う
。

怨
霊
研
究
の
先
鞭
は
肥
後
和
男
氏
が
つ
け
た
。
一
九
三
八
年
の

こ
と
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
奈
良
時
代
に
は
怨
霊
が
社

会
的
性
格
を
持
た
ず
、
疫
病
の
原
因
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
政
治
的
失
脚
者
の
亡
魂
が
社
会
的

恐
怖
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
律
令
政
治
の
進
展
は
、
上
層

社
会
の
出
来
事
に
下
層
民
も
容
易
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
は
国
民
自
覚
の
発
達
で
あ
っ
た
。
国
民
が
国
家
の
一
員
と
し
て

国
家
的
事
項
に
つ
い
て
何
等
か
の
意
志
表
示
を
な
す
権
利
を
有
す

る
も
の
と
す
る
思
想
の
漸
進
過
程
で
あ
り
、
御
霊
の
出
現
に
は
か

か
る
基
礎
が
あ
り
、「
天
下
所
為
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
一
種
の
輿

論
的
性
格
を
有
し
た
。
霊
は
心
意
の
問
題
で
あ
り
、
政
治
的
失
脚

者
の
怨
霊
の
活
動
は
、
国
民
の
政
治
批
判
力
の
発
達
を
基
礎
と
す

る
社
会
事
象
で
あ
る
。
こ
の
批
判
力
の
発
現
は
平
安
京
の
都
市
的

発
達
に
求
め
ら
れ
、
共
同
生
活
は
共
通
心
意
を
養
い
、
批
判
力
の

振
幅
を
大
に
し
た
。
そ
し
て
、
御
霊
会
は
政
治
的
勝
利
者
の
反
省

を
促
し
、
自
粛
の
機
会
を
与
え
る
。
菅
原
道
真
を
藤
原
氏
が
北
野

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

一
（
二
一
一
）



天
満
宮
の
神
と
し
て
崇
敬
す
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
日
本
民
族
の

政
治
的
良
心
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
1
）
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
平
安
京
の
成
立
が
権
力
を
自
覚
的
に
批
判

す
る
「
国
民
」
を
成
立
さ
せ
、
律
令
政
治
の
進
展
が
政
治
的
失
脚

者
を
生
ん
だ
社
会
へ
の
政
治
的
批
判
の
心
意
を
養
っ
た
と
す
る
。

ま
た
、
為
政
者
や
民
族
の
政
治
的
良
心
に
も
言
及
す
る
。
肥
後
説

は
、
戦
後
、
御
霊
会
の
都
市
的
性
格
と
担
い
手
と
し
て
の
都
市
居

住
の
豪
族
層
（
中
間
的
階
層
）
を
探
究
す
る
、
高
取
正
男
氏
や
菊

池
京
子
氏
の
研
究
に
継
承
さ
れ
（
2
）
、
ま
た
、
怨
霊
事
件
の
政
治
的
背

景
や
冤
罪
と
し
て
の
事
件
の
「
真
相
」
解
明
の
研
究
に
発
展
し
た
。

し
か
し
、
高
取
氏
や
菊
池
氏
は
、
都
市
的
性
格
の
御
霊
会
に
よ
る

地
方
の
習
俗
の
採
用
と
地
方
へ
の
逆
流
入
を
指
摘
し
て
お
り
、
都

市
と
の
関
連
で
の
み
論
じ
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
こ
の
中
央
と

地
方
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

怨
霊
思
想
を
発
見
し
た
の
は
国
家
で
あ
り
、
そ
れ
を
民
衆
が
受
容

し
て
言
説
を
形
成
す
る
（
後
述
）。
国
家
と
民
衆
に
と
っ
て
、
怨

霊
言
説
に
関
す
る
認
識
の
差
異
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。

そ
の
怨
霊
思
想
が
心
意
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
、
史
料
を
政
治
事

件
の
解
明
と
し
て
で
は
な
く
、
物
語
と
し
て
扱
う
方
向
性
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
怨
霊
言
説
は
霊
に
関
す
る
死
と
生
の
物
語
で

あ
り
、
霊
魂
観
の
変
遷
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の
視
点
は
戦
後
歴
史
学
に
継
承
さ
れ
ず
、
ま
た
、
怨
霊
言
説
を

政
治
権
力
へ
の
規
制
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
る
視
点
も
希
薄
で
あ
る
。

肥
後
説
は
、
以
上
の
具
体
的
課
題
と
し
て
継
承
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
国
民
国
家
論
の
論
議
を
経
た
現
在
、
権
力
論
を
欠
い

た
肥
後
国
民
論
を
継
承
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
よ
り
も
、
権

力
は
現
在
も
政
治
的
犠
牲
者
を
生
み
続
け
て
お
り
、
為
政
者
の
政

治
的
良
心
や
、
ま
し
て
や
民
族
性
に
結
び
付
け
て
論
じ
る
こ
と
に

同
意
で
き
な
い
（
３
）
。

物
語
と
し
て
歴
史
史
料
を
認
識
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
再
論
し

な
い
（
４
）
。
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
の
は
、
歴
史
を
解
釈
し
て
歴
史
書

を
構
成
し
た
編
纂
者
、
そ
の
歴
史
書
の
解
釈
行
為
を
通
じ
て
享
受

し
て
き
た
読
者
、
解
釈
の
共
同
性
を
分
析
す
る
研
究
者
、
こ
れ
ら

を
批
判
的
に
批
評
し
た
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
批
評
は
新
し
い

解
釈
�
物
語
を
提
示
す
る
た
め
で
は
な
い
。
批
評
は
視
座
／
方
法

で
あ
る
。
新
し
い
解
釈
は
優
秀
な
読
解
で
可
能
だ
ろ
う
が
、
歴
史

の
属
性
と
し
て
権
力
の
維
持
の
た
め
に
形
成
す
る
「
制
度
」
を
撃

ち
、
王
権
を
無
力
化
す
る
可
能
性
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
過
剰
な
解
釈
が
怨
霊
言
説
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
い
え

る
（
５
）。
あ
ら
か
じ
め
予
防
線
を
張
っ
て
お
け
ば
、
解
釈
は
現
在
性
に

規
定
さ
れ
て
産
出
し
続
け
る
と
い
う
決
定
の
不
可
能
に
よ
り
、
解

釈
の
多
義
性
を
提
出
す
る
に
過
ぎ
ず
、
生
成
す
る
権
力
に
回
収
さ

史

学

第
七
九
巻
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れ
る
。
し
か
し
、
批
評
意
識
で
も
っ
て
周
縁
と
中
心
と
の
関
係
が

把
握
で
き
る
な
ら
ば
、
権
力
を
脱
構
築
で
き
る
契
機
を
見
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。

歴
史
学
は
、
言
説
が
権
力
を
形
成
す
る
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
っ

た
（
６
）。
た
だ
し
、
歴
史
学
に
は
固
有
の
特
権
が
あ
る
。
理
論
や
論
理

や
方
法
論
が
欠
如
し
て
い
て
も
、
史
料
や
現
実
に
よ
っ
て
解
釈
の

合
理
性
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

方
法
論
の
欠
如
は
解
釈
の
乱
立
を
招
い
て
い
る
。

肥
後
氏
は
皇
国
史
観
の
歴
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
歴
史
修
正

主
義
に
よ
る
物
語
論
を
物
語
論
の
立
場
か
ら
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、

皇
国
史
観
の
亡
霊
は
何
度
で
も
蘇
る
。
物
語
論
の
立
場
か
ら
、
怨

霊
研
究
の
現
状
と
権
力
の
脱
構
築
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

一

死
霊
言
説
と
世
相

怨
霊
は
超
歴
史
的
な
存
在
で
は
な
く
、
怨
霊
言
説
は
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
る
（
７
）
。
差
異
を
系
譜
学
的
に
捕
捉
し
な
い
と
新
し
い
知
の

誕
生
を
と
ら
え
る
こ
と
で
き
ず
、
知
が
生
み
出
す
権
力
の
関
係
性

の
変
化
を
認
識
で
き
な
い
。

死
者
祭
祀
は
旧
石
器
時
代
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代
に

祖
霊
信
仰
を
認
め
る
指
摘
も
あ
る
（
８
）
。
し
か
し
、
段
階
的
に
発
展
す

る
と
は
限
ら
ず
、
祖
霊
信
仰
の
存
続
形
跡
も
な
い
。
怨
霊
に
関
し

て
も
、
災
異
の
説
明
原
因
と
す
る
怨
霊
史
観
が
有
力
で
あ
る
が
、

歴
史
的
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
怨
霊
の
発
生
時
期
に

つ
い
て
、
代
表
的
諸
説
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

山
田
雄
司
氏
は
、
怨
霊
は
奈
良
時
代
以
前
か
ら
意
識
さ
れ
て
い

た
と
す
る
。『
日
本
書
紀
』
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
に
よ
る
と
、
蘇

我
馬
子
と
対
立
す
る
物
部
守
屋
の
資
人
捕
鳥
部
万
は
、
自
死
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
八
段
に
斬
ら
れ
て
梟
刑
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

雷
鳴
轟
き
大
雨
が
降
っ
た
。
山
田
氏
は
、
記
紀
に
怨
霊
の
語
は
な

い
が
、
国
家
の
編
纂
物
に
収
録
す
る
の
は
不
適
切
だ
か
ら
と
し
、

雷
鳴
・
大
雨
の
原
因
を
怨
霊
に
求
め
る
（
９
）
。
し
か
し
、
記
紀
は
ア
マ

テ
ラ
ス
の
祟
り
も
載
せ
て
お
り
、
編
纂
に
つ
い
て
の
気
遣
い
は
無

用
で
あ
る
。
万
に
関
し
て
は
、「
天
皇
の
楯
と
し
て
、
其
の
勇
を

あ
ら
わ
効
さ
む
」
と
あ
る
。
天
皇
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
武
人
で
あ
り
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
取
調
べ
も
な
く
梟
刑
に
な
る
不
条
理
や
辱
め
に

神
が
怒
っ
た
の
で
あ
る
。
八
重
樫
直
比
古
氏
も
怨
霊
を
認
め
る
。

孝
徳
天
皇
紀
大
化
五
年
三
月
己
巳
条
の
、
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂

が
謀
反
の
疑
い
で
自
殺
す
る
と
き
の
「
生
々
世
々
、
不
怨
君
主
」

の
誓
願
や
、
舒
明
天
皇
即
位
前
紀
の
、
山
背
大
兄
王
が
皇
位
継
承

に
失
敗
し
た
が
支
持
し
て
く
れ
た
境
部
摩
理
勢
を
「
雖
有
私
情
、

忍
以
無
怨
」
と
説
得
し
た
言
葉
を
、
仏
典
の
忍
辱
行
に
よ
り
怨
霊

を
阻
止
す
る
論
理
が
貫
徹
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
怨
霊
の
祟
り
が

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
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取
沙
汰
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
た
と
す
る
（
１０
）
。「
生
々

世
々
」
は
霊
魂
の
存
在
を
前
提
と
し
た
転
生
で
あ
り
、
生
ま
れ
変

わ
れ
ば
怨
み
は
怨
霊
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

山
田
氏
は
、
斉
明
天
皇
紀
七
年
（
六
六
一
）
条
に
、「
鬼
火
」

が
現
れ
て
多
数
が
死
亡
し
、
斉
明
天
皇
の
死
亡
時
に
鬼
が
葬
儀
を

見
て
い
た
と
あ
る
こ
と
も
怨
霊
の
祟
り
と
す
る
（
１１
）
。『
扶
桑
略
記
』

斉
明
天
皇
七
年
夏
条
の
、「
群
臣
卒
尓
に
多
く
死
す
。
時
の
人
の

云
は
く
。
豊
浦
大
臣
の
霊
魂
の
な
す
と
こ
ろ
な
り
と
」
を
参
考
に

挙
げ
、
平
安
時
代
後
期
の
観
念
が
反
映
し
て
い
る
が
、
蘇
我
蝦
夷

の
霊
魂
の
祟
り
と
す
る
。『
扶
桑
略
記
』
は
怨
霊
思
想
成
立
後
の

怨
霊
史
観
で
記
述
し
て
お
り
、
怨
霊
言
説
の
変
遷
研
究
に
お
い
て

は
注
目
さ
れ
る
が
、
直
接
の
史
料
と
は
な
ら
な
い
。
斉
明
天
皇
や

群
臣
の
死
亡
原
因
は
、
遠
征
先
の
筑
紫
朝
倉
宮
の
神
木
を
伐
っ
た

こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
（
斉
明
天
皇
紀
七
年
五
月
癸
卯
条
・
七
月

丁
巳
条
）。
即
位
に
あ
た
っ
て
も
不
思
議
な
者
が
登
場
し
（
元
年

五
月
甲
午
朔
日
条
）、
葬
儀
も
鬼
が
見
て
い
た
（
七
年
十
月
己
巳

条
）。
荒
木
敏
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
鬼
神
に
魅
入
ら
れ
た

女
帝
」
で
あ
り
（
１２
）
、
女
帝
の
即
位
を
否
定
的
に
描
く
認
識
に
よ
っ
て

記
述
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
か
ら
学
ぶ

べ
き
は
、「
時
の
人
」
の
言
説
で
あ
る
（
後
述
）。『
日
本
書
紀
』

に
は
怨
霊
記
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

長
屋
王
の
霊
が
怨
霊
の
初
現
と
さ
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
天
平

二
年
（
七
三
〇
）
九
月
庚
辰
条
の
、「
安
芸
・
周
防
の
国
人
妄
り

に
禍
福
を
説
き
て
、
多
く
の
人
衆
を
集
め
、
死
魂
を
妖
祠
し
て
祈

る
と
こ
ろ
あ
り
と
云
ふ
」
を
、
前
年
に
自
死
し
た
長
屋
王
と
関
連

さ
せ
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
中
―
一
は
、
長

屋
王
の
「
気
」
で
多
く
の
百
姓
が
死
亡
し
た
と
す
る
。
関
口
裕
子

氏
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
長
屋
王
の
説
話
を
奈
良
時
代
の
こ
と

と
し
て
認
め
、
御
霊
の
初
出
と
す
る
。
関
口
氏
は
、「
妖
祠
」
に

つ
い
て
人
民
闘
争
論
と
し
て
展
開
す
る
が
（
１３
）
、
長
屋
王
の
霊
と
の
�

が
り
は
確
認
で
き
な
い
し
、『
日
本
霊
異
記
』
は
怨
霊
言
説
発
明

後
の
成
立
で
あ
る
。
積
極
的
に
怨
霊
を
認
め
る
説
も
あ
る
。
村
山

修
一
氏
は
、
自
死
し
た
神
亀
六
年
（
七
二
九
）
二
月
十
日
直
後
の

十
八
日
の
百
官
に
よ
る
大
祓
に
つ
い
て
（『
続
日
本
紀
』）、「
明
ら

か
に
長
屋
王
の
祟
癘
を
攘
う
た
め
で
、
朝
廷
に
怨
霊
を
怖
れ
る
空

気
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
」
と
し
、
六
月
二
十
日
の
「
天
王
貴

平
知
百
年
」
の
文
字
を
背
負
っ
た
亀
の
出
現
に
よ
っ
て
神
亀
六
年

を
天
平
元
年
に
祥
瑞
改
元
を
し
た
こ
と
は
、
怨
霊
に
よ
る
疫
神
的

発
現
を
抑
え
、
糊
塗
の
た
め
の
手
段
と
す
る
（
１４
）
。

長
屋
王
事
件
は
、
九
年
後
に
誣
告
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
と
『
続

日
本
紀
』
天
平
十
年
七
月
丙
子
条
は
記
載
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
冤
罪
性
は
問
わ
な
い
。
謀
反
追
及
を
恐
れ
て
の
自
死
が
歴
史
現

史
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実
で
あ
る
。
罪
が
惹
起
す
る
穢
れ
は
共
同
体
に
災
い
を
も
た
ら
す
。

そ
こ
で
、
罪
人
は
穢
れ
を
祓
う
儀
式
実
修
の
た
め
に
資
財
を
払
う
。

処
刑
が
公
開
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
（
１５
）
。
百
官
に
よ
る
大
祓
は
、
怨
霊

と
は
無
関
係
に
実
修
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
怨
霊
に
よ
る
祥
瑞
改
元

も
前
例
が
な
い
。
死
魂
祭
祀
の
普
及
が
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。
怨

霊
と
疫
神
の
関
連
も
後
世
的
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
も
事
件

発
生
時
の
認
識
で
記
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
怨
霊
言

説
発
見
後
の
認
識
を
語
っ
て
い
て
興
味
深
い
。『
続
日
本
紀
』
が

大
和
の
生
駒
山
に
葬
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
、『
日
本
霊
異
記
』

は
灰
を
河
に
流
し
骨
を
土
佐
国
に
撒
い
た
と
こ
ろ
多
く
の
死
者
を

出
し
、
百
姓
ら
は
親
王
の
気
に
よ
っ
て
皆
死
ぬ
だ
ろ
う
と
訴
え
た

は
じ
か
み

の
で
、
天
皇
は
骨
を
紀
伊
国
海
部
郡
椒
抄
奥
島
に
置
い
た
と
す
る
。

し
よ
う
が

「
椒
抄
」
は
毒
消
し
作
用
が
あ
る
山
椒
・
生
薑
の
こ
と
で
あ
り
、

長
屋
王
の
死
の
穢
れ
を
消
去
す
る
た
め
の
空
間
設
定
で
あ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
早
良
親
王
が
怨
霊
化
す
る
過
程
で
骨
を
淡
路

か
ら
大
和
の
八
島
陵
に
改
葬
す
る
と
い
っ
た
、
周
縁
か
ら
王
権
の

中
心
へ
向
か
う
方
向
性
と
同
様
の
構
造
で
あ
る
。
ま
た
、
世
間
の

言
説
を
天
皇
が
認
定
す
る
経
緯
も
、
早
良
親
王
怨
霊
言
説
成
立
以

後
の
叙
述
で
あ
る
。
長
屋
王
の
霊
を
怨
霊
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
日
本
霊
異
記
』
の
著
者
景
戒
は
紀

伊
国
出
身
と
も
さ
れ
て
お
り
、
在
地
の
伝
聞
を
叙
述
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
怨
霊
言
説
成
立
後
の
紀
伊
に
お
け
る
構
造
化
さ
れ
た
言
説

の
流
布
の
状
況
が
知
れ
て
興
味
深
い
。

霊
魂
の
働
き
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
藤
原
広
嗣
の
霊
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
六
月
己
亥
条
は
、
玄
�

の
死
に
関
し
、「
世
相
伝
へ
て
云
は
く
、
藤
原
広
嗣
が
霊
の
た
め

に
害
は
れ
ぬ
と
い
ふ
」
と
、
広
嗣
の
霊
の
所
為
と
す
る
世
相
を
伝

え
て
い
る
（
１６
）
。
藤
原
広
嗣
の
乱
に
お
い
て
広
嗣
か
ら
悪
政
の
張
本
人

と
名
指
し
さ
れ
た
玄
�
と
吉
備
真
備
で
あ
る
が
、
真
備
に
関
し
て

も
、
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
月
壬
戌
条
の
薨
伝
は
、
広
嗣
の

「
逆
魂
い
ま
だ
息
ま
ず
。
勝
宝
二
年
、
筑
前
守
に
左
降
せ
ら
れ
、

俄
に
肥
前
守
に
遷
さ
る
」
と
し
て
お
り
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五

〇
）
正
月
の
左
遷
を
広
嗣
の
逆
魂
と
結
び
付
け
て
理
解
し
て
い
る
（
１７
）
。

し
か
し
、
広
嗣
の
霊
は
怨
霊
的
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
怨

霊
で
は
な
い
。
怨
霊
言
説
成
立
の
指
標
と
考
え
る
、
国
家
に
よ
る

認
定
や
「
怨
霊
」
の
言
葉
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
。
広
嗣
の
霊
は

玄
�
個
人
に
向
い
て
お
り
、
真
備
の
場
合
も
個
人
の
左
遷
と
い
う

形
で
逆
魂
を
表
象
し
て
お
り
、
社
会
的
な
祟
り
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
規
模
の
問
題
だ
け
で
な
く
霊
の
祭
祀
も
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
怨
霊
は
個
人
に
も
向
く
が
、
祭
祀
の
欠
如
は
死
霊
の
正
体

を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
鎮
魂
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
後
世
の
史
書
や
史
家
に
よ
っ
て
広
嗣
の
怨
霊
は
広
く

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

五
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認
知
さ
れ
た
。『
扶
桑
略
記
』
天
平
十
八
年
六
月
丙
戌
条
は
、
広

継
の
亡
霊
は
松
浦
明
神
に
な
っ
た
と
し
、『
今
昔
物
語
集
』
一
一

―
六
は
、
真
備
が
陰
陽
道
の
術
で
鎮
め
、
広
継
の
悪
霊
は
の
ち
に

霊
神
と
な
っ
て
鏡
明
神
（
松
浦
明
神
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
す
る
。

『
水
鏡
』
は
、「
そ
の
霊
を
神
と
崇
め
奉
り
、
肥
前
国
松
浦
郡
に
て

少
弐
鎮
ま
り
給
ひ
し
処
な
り
。
今
、
鏡
の
宮
と
て
お
は
し
ま
す
」

と
す
る
。『
水
鏡
』
は
怨
霊
に
な
っ
た
理
由
を
不
問
に
し
、
国
家

（
天
皇
）
が
対
応
策
を
示
し
、
解
決
さ
れ
る
と
い
う
国
家
（
天

皇
）
観
に
よ
っ
て
叙
述
し
て
い
る
。
怨
霊
言
説
成
立
以
後
の
鎮

魂
�
神
格
化
�
御
霊
信
仰
を
踏
ま
え
た
理
解
で
あ
り
、
奈
良
時
代

の
対
処
法
と
は
明
ら
か
に
相
違
す
る
。

怨
霊
は
国
家
祭
祀
に
よ
っ
て
も
鎮
魂
で
き
な
い
非
和
解
的
存
在

で
あ
る
が
、
国
家
に
よ
る
認
定
と
祭
祀
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
特

色
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
広
嗣
の
霊
を
怨
霊
と
認
め
て
鎮
魂
し

た
こ
と
を
積
極
的
に
論
じ
る
説
が
あ
る
。
長
洋
一
氏
は
、
天
平
十

七
年
（
七
四
五
）、
肥
前
国
弥
勒
知
識
寺
に
僧
廿
口
、
水
田
廿
町

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
と
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
定
額
寺
事
、
承

和
二
年
八
月
十
五
日
太
政
官
符
引
用
の
天
平
十
七
年
十
月
十
二
日

騰
勅
符
）、『
松
浦
廟
宮
先
祖
次
第
�
本
縁
起
』
に
、
天
平
十
七
年

に
広
嗣
の
霊
廟
の
た
め
に
「
神
宮
知
識
無
怨
寺
」（
松
浦
廟
）
を

建
立
し
た
と
あ
る
記
述
を
史
実
と
し
て
認
め
た
う
え
で
結
び
付
け
、

広
嗣
の
霊
を
弔
う
動
き
が
あ
り
、「
知
識
」
の
名
称
か
ら
民
衆
が

広
嗣
鎮
魂
の
た
め
に
造
っ
た
寺
と
す
る
。
そ
し
て
、
天
平
勝
宝
二

年
の
吉
備
真
備
左
遷
人
事
に
関
し
、
同
年
三
月
に
多
治
比
国
人
と

藤
原
乙
麿
が
大
宰
少
弐
に
任
じ
ら
れ
、
十
月
に
乙
麿
は
「
以
八
幡

大
神
教
也
」
に
よ
り
四
階
級
特
進
し
て
従
三
位
大
宰
帥
と
な
っ
た

こ
と
に
注
目
し
、
広
嗣
の
乱
鎮
圧
に
活
躍
し
た
宇
佐
八
幡
神
の
権

威
で
大
宰
府
を
強
化
し
、
敗
北
し
た
広
嗣
の
怨
霊
思
想
を
鎮
め
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（
18
）
。
信
仰
の
拡
が
り
を
論
じ
興
味

深
い
の
で
あ
る
が
、
疑
問
が
あ
る
。
鏡
神
社
内
の
廟
殿
の
知
識
無

怨
寺
は
神
宮
寺
で
あ
り
、
神
宮
寺
と
し
て
は
早
期
の
建
立
と
な
る
。

こ
の
建
立
を
認
め
る
と
し
て
、
神
が
仏
に
救
済
を
求
め
る
建
立
理

由
（
１９
）と
相
違
し
て
お
り
、
怨
霊
鎮
魂
の
た
め
の
建
立
と
い
う
逸
脱
を

論
理
的
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
知
識
寺
建
立
を

怨
霊
と
し
て
の
広
嗣
と
関
係
さ
せ
て
証
明
で
き
る
の
か
。
宇
佐
八

幡
神
の
託
宣
に
よ
る
藤
原
乙
麿
の
人
事
を
、
広
嗣
怨
霊
の
鎮
魂
に

結
び
付
け
る
論
理
に
も
飛
躍
が
あ
る
（
２０
）
。

天
平
年
間
に
霊
魂
の
存
在
が
、
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め

て
よ
い
だ
ろ
う
。『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
七

月
甲
寅
条
に
、「
民
間
、
或
は
亡
魂
に
仮
託
し
て
、
浮
言
紛
紜
と

し
て
郷
邑
を
擾
乱
す
る
者
あ
ら
ば
、
軽
重
を
論
ぜ
ず
、
皆
、
与
同

罪
。
普
く
遐
邇
に
告
げ
て
、
妖
源
を
絶
つ
べ
し
」
と
あ
る
。
橘
奈

史
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良
麻
呂
の
変
に
よ
る
獄
死
者
の
亡
魂
で
あ
ろ
う
。
中
央
の
政
治
事

ふ
ん
う
ん

件
に
関
し
、
民
間
が
亡
魂
に
仮
託
し
た
浮
言
が
紛
紜
し
て
い
る
こ

と
に
は
驚
く
。
郷
邑
の
擾
乱
を
政
府
が
恐
れ
る
ほ
ど
、
亡
魂
を
利

用
し
た
浮
言
の
流
布
は
社
会
的
影
響
を
与
え
て
い
る
（
２１
）
。

宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
六
月
辛
酉
条
に
よ
る
と
、
周
防
国
周
防

郡
の
賤
が
他
戸
皇
子
と
称
し
て
百
姓
を
誑
惑
し
伊
豆
配
流
と
な
っ

た
。
宝
亀
三
年
三
月
、
光
仁
天
皇
の
皇
后
井
上
は
天
皇
を
巫
蠱
し

た
と
し
て
廃
さ
れ
、
五
月
に
は
他
戸
親
王
は
大
逆
を
謀
っ
た
母
の

子
と
し
て
廃
太
子
さ
れ
て
庶
人
に
さ
れ
、
翌
年
十
月
に
大
和
国
宇

智
郡
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
。
二
人
は
宝
亀
六
年
四
月
に
同
時
に
死

亡
し
た
。
山
部
親
王
（
桓
武
天
皇
）
を
立
太
子
す
る
た
め
に
藤
原

百
川
ら
が
画
策
し
た
冤
罪
事
件
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
亀
八
年
十
二

月
二
十
五
日
、
皇
太
子
山
部
親
王
が
不
予
と
な
っ
た
。
二
十
八
日
、

井
上
内
親
王
を
改
葬
し
て
御
墓
と
称
し
、
守
冢
一
烟
を
置
く
こ
と

と
し
た
。
不
予
と
の
関
係
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、

『
類
聚
国
史
』
巻
廿
五
追
天
皇
号
、
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
七

月
己
未
条
に
よ
る
と
、
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
と
称
し
、
井
上
内

親
王
を
追
復
し
て
皇
后
と
称
し
、
二
人
の
墓
は
山
陵
と
な
っ
た
。

天
皇
家
出
自
を
詐
称
す
る
事
件
は
あ
と
を
絶
た
な
い
が
、
死
亡
し

か
た

て
い
る
他
戸
親
王
を
詐
称
し
た
騙
り
は
、
冤
罪
事
件
の
風
評
と
相

俟
っ
て
話
題
を
呼
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
早
良
親
王
の
怨
霊
認
定
の
経

緯
と
密
接
に
関
連
す
る
井
上
内
親
王
で
あ
る
が
、
後
述
の
ご
と
く

相
違
点
が
あ
る
。

西
山
良
平
氏
は
、
井
上
の
宇
智
陵
（
吉
野
山
陵
）
に
つ
い
て
、

『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
年
（
八
二
〇
）
七
月
癸
巳
条
の
伊
勢
大
神

宮
と
大
和
国
大
后
山
陵
に
奉
幣
し
て
祈
雨
し
て
い
る
記
事
か
ら
、

宇
智
陵
は
伊
勢
大
神
宮
と
同
格
に
な
っ
た
と
す
る
（
２２
）
。『
日
本
後

紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
二
月
丙
午
条
に
よ
る
と
、
小
倉

を
霊
安
寺
に
造
っ
て
稲
を
納
め
、「
神
霊
の
怨
魂
を
慰
め
る
」
た

め
に
調
綿
・
庸
綿
を
納
め
た
。
霊
安
寺
は
奈
良
県
五
條
市
に
か
つ

て
所
在
し
、
井
上
・
他
戸
母
子
が
幽
閉
さ
れ
た
宇
智
郡
の
没
官
宅

跡
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
母
子
の
霊
を
慰
撫
す
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
寺
で
あ
ろ
う
。
西
山
氏
は
次
の
こ
と
も
指
摘

す
る
。
怨
霊
の
タ
タ
リ
は
奉
幣
の
み
で
は
鎮
圧
で
き
ず
、
仏
事
や

陰
陽
が
介
入
し
、
仏
事
が
圧
倒
的
に
優
越
す
る
。
井
上
や
早
良
の

場
合
、
怨
霊
は
山
陵
に
昇
華
し
、〈
陵
前
読
経
〉
や
寺
で
鎮
圧
す

る
。〈
陵
前
読
経
〉
は
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
に
始
発
し
、
大

同
四
年
（
八
〇
九
）
の
井
上
内
親
王
の
吉
野
山
陵
に
展
開
す
る
。

寺
で
の
慰
霊
は
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
の
淳
仁
天
皇
の
た
め
の

じ
よ
う
ろ

常
廬
が
先
駆
で
あ
り
、
霊
安
寺
も
同
様
で
あ
る
。
山
陵
の
タ
タ

リ
は
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
が
初
見
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
怨
霊
に

触
発
さ
れ
た
と
推
定
す
る
（
２３
）
。
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井
上
皇
后
の
復
権
に
反
し
、
他
戸
皇
子
の
復
権
は
な
か
っ
た
。

西
山
氏
は
、
怨
霊
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
が
、
後
述
の
如
く
、
延

暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）、
井
上
皇
后
の
霊
が
「
怨
魂
」
と
さ
れ

た
直
後
に
早
良
親
王
の
霊
が
「
怨
霊
」
と
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ま
で
は
怨
霊
認
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
怨
霊
認
定
は
早
良

親
王
が
嚆
矢
で
あ
る
が
、
陵
前
読
経
の
始
発
と
さ
れ
る
延
暦
十
六

年
の
そ
れ
は
崇
道
天
皇
の
霊
に
対
す
る
謝
で
あ
り
（『
類
聚
国

史
』
巻
廿
五
追
号
天
皇
、
延
暦
十
六
年
五
月
乙
巳
条
）、
こ
れ
を

契
機
に
井
上
皇
后
へ
の
対
応
も
同
じ
に
な
る
。
母
子
死
亡
時
に
怨

霊
認
識
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
怨
霊
と
な
る
早
良
親
王
祭
祀
と

の
構
造
の
類
似
性
か
ら
、
死
亡
時
点
に
遡
及
し
て
怨
霊
と
理
解
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
池
上
正
二
氏
は
、
皇
統
に
連
な
る
者
の
威

霊
は
強
く
、
慰
霊
が
必
要
だ
が
、
他
戸
親
王
は
桓
武
天
皇
の
皇
位

の
正
統
性
を
危
う
く
す
る
存
在
で
あ
り
、
怨
霊
の
復
権
は
な
か
っ

た
と
す
る
（
２４
）
。
し
か
し
、
長
屋
王
、
淳
仁
天
皇
、
早
良
親
王
な
ど
、

正
統
な
皇
統
に
�
が
る
者
で
も
復
権
し
て
い
る
。
他
戸
親
王
は
怨

霊
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
巫
蠱
事
件
で
も
他
戸

そ
ば
づ
え

親
王
は
側
杖
を
食
っ
た
の
で
あ
る
。
早
良
親
王
の
事
例
と
と
も
に

怨
霊
言
説
発
生
の
瞬
間
を
と
ら
え
な
い
と
、
怨
霊
言
説
の
意
義
は

明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
中
央
の
政
争
が
地
方
の
賤
に
ま
で
知
ら
れ
て
お
り
、

周
防
で
政
治
批
判
め
い
た
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
賤
に
は
霊
魂
が
乗
り
移
っ
て
託
宣
し
た
と
思
わ
れ
、
霊
魂
の

存
在
を
前
提
と
す
る
名
乗
り
で
あ
る
。
天
平
二
年
の
安
芸
・
周
防

で
の
死
魂
妖
祠
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
る
。『
水
鏡
』
が
伝
え
る

か
い
い

説
話
は
興
味
深
い
。
恠
異
が
続
き
、
藤
原
百
川
や
山
部
皇
太
子
や

お
さ
べ

光
仁
天
皇
が
同
じ
悪
夢
に
悩
ま
さ
れ
、
井
上
・
佗
戸
の
霊
に
よ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
る
さ
な
か
、
宝
亀
九
年
二
月
、
佗
戸
親
王
生
存

の
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
百
川
は
確
認
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
に
、

生
存
を
報
告
す
る
な
と
脅
し
た
。
使
者
は
生
存
を
確
認
し
た
が
、

百
川
を
怖
れ
て
嘘
を
報
告
す
る
と
、
誓
言
通
り
に
両
眼
が
抜
け
落

ち
た
。
史
料
源
が
不
明
だ
が
、『
水
鏡
』
に
お
い
て
も
他
戸
親
王

は
生
き
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
怨
霊
と
し
て
の
認
識
は
希

薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
八
月
、
和
気
王
が
皇
位
簒
奪
を
目

論
ん
だ
と
す
る
事
件
が
発
生
し
た
（『
続
日
本
紀
』）。
そ
れ
に
よ

る
と
、
紀
益
女
が
巫
鬼
を
も
っ
て
和
気
王
に
近
づ
き
、
和
気
王
は

き

ゆ

窺
�
を
挾
ん
だ
。
そ
し
て
、
先
霊
へ
の
祈
願
書
に
「
己
が
怨
男
女

二
人
在
り
。
此
を
殺
し
賜
へ
」
と
記
し
た
。
称
徳
天
皇
と
道
鏡
の

殺
害
を
「
先
霊
」
の
威
力
に
頼
っ
た
。
紀
益
女
は
「
巫
鬼
」
を
も

っ
て
現
れ
て
お
り
、「
鬼
」
�
死
霊
を
憑
依
さ
せ
て
巫
術
を
使
う

巫
女
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
先
霊
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
「
先
霊
」
�
死
霊
は
怨
霊
で
は
な
い
。「
己
が
怨

男
女
二
人
」
の
殺
害
を
、
守
護
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
祖
先
霊
の

威
力
に
頼
っ
て
謀
っ
た
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
五
月
条
に
よ
る
と
、

丈
部
（
県
犬
養
）
姉
女
ら
は
、
不
破
内
親
王
の
家
に
集
ま
り
、
氷

上
志
計
志
麻
呂
を
帝
位
に
即
け
る
た
め
、
称
徳
天
皇
の
髪
を
盗
み

出
し
、
佐
保
川
に
あ
っ
た
髑
髏
に
入
れ
て
内
裏
に
持
ち
込
み
、
三

度
に
わ
た
っ
て
厭
魅
し
た
。
朝
廷
を
傾
け
、
国
家
を
乱
す
謀
反
で

あ
る
。
髪
や
髑
髏
に
霊
力
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
呪

術
で
あ
る
。
死
霊
の
憑
い
た
髑
髏
は
天
皇
家
の
も
の
で
は
な
い
が
、

称
徳
天
皇
の
髪
を
入
れ
て
そ
の
死
を
願
っ
た
の
だ
ろ
う
。
死
霊
の

威
力
は
強
力
化
す
る
が
、
こ
の
場
合
の
霊
は
怨
み
と
な
っ
て
何
者

か
に
祟
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
祖
霊
と
は
別
に
死
霊
の
存
在
が
天
平
年
間
か

ら
意
識
さ
れ
て
い
る
。
居
駒
永
幸
氏
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

『
日
本
霊
異
記
』
の
長
屋
王
の
「
気
」
や
『
扶
桑
略
記
』
の
豊
浦

大
臣
蘇
我
蝦
夷
の
「
霊
魂
」
や
、『
薬
師
寺
縁
起
』
の
大
津
皇
子

の
「
悪
霊
」
の
例
か
ら
、
疫
病
蔓
延
の
原
因
と
し
て
政
治
的
敗
北

者
の
祟
り
が
信
じ
ら
れ
、
天
平
年
間
に
怨
霊
説
が
定
着
し
た
と
し

た
（
２５
）。
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
に
�
述
さ
れ
た
『
薬
師
寺
縁
起
』

は
、
持
統
天
皇
四
年
庚
寅
正
月
、
厭
世
の
大
津
皇
子
は
謀
告
に
よ

っ
て
掃
守
司
蔵
に
禁
じ
ら
れ
て
害
殺
さ
れ
、
悪
龍
と
な
っ
て
毒
を

吐
い
た
が
、
義
淵
僧
正
と
修
円
が
悪
霊
を
慰
撫
し
た
、
と
の
独
特

の
伝
承
を
載
せ
る
（
２６
）
。
居
駒
説
は
、
多
田
一
臣
氏
が
、
薬
師
寺
境
内

に
大
津
皇
子
の
怨
霊
を
祟
り
神
と
し
て
祀
る
若
宮
社
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
天
平
年
間
の
定
着
を
指
摘
し
た
こ
と
（
２７
）
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
だ
が
、
天
平
年
間
に
、
薬
師
寺
に
お
け
る
神
仏
習
合
や
龍
神

信
仰
が
確
認
で
き
る
か
疑
問
で
あ
り
、
怨
霊
思
想
発
生
説
に
は
躊

躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
の
問
題
は
、
社
会
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
死
霊
が
、

怨
霊
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
何
時
か
、
契
機
は
何

か
、
祀
る
主
体
は
誰
か
、
祟
り
の
表
象
が
結
果
す
る
山
陵
祭
祀
の

来
歴
な
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
怨
霊
の
原
因
に
つ
い
て
は
諸
説

対
立
し
て
い
た
。
山
陵
祭
祀
の
懈
怠
は
以
前
か
ら
朝
廷
に
報
告
さ

れ
て
い
た
。
一
方
の
政
治
的
敗
残
者
説
も
以
前
か
ら
存
在
し
た
。

し
か
し
、
懈
怠
や
敗
残
者
の
す
べ
て
が
怨
霊
に
な
っ
て
い
な
い
。

誰
が
怨
霊
と
し
て
認
定
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
鎮
魂
祭
祀
を
す
る

か
で
あ
る
。
ま
た
、
怨
霊
思
想
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
も
諸
説
紛

紜
と
し
て
い
た
。
史
料
解
釈
だ
け
が
あ
っ
て
、
批
評
視
座
や
そ
れ

に
伴
う
方
法
が
不
在
だ
か
ら
、
対
立
も
な
く
諸
説
並
存
す
る
の
で

あ
る
。
言
説
を
巡
る
批
評
視
座
が
問
わ
れ
る
。

早
良
親
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怨
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二

死
霊
を
語
る
者

１

怨
霊
と
巫
覡

怨
霊
思
想
の
発
明
以
前
、
死
霊
や
死
魂
を
祀
る
者
や
語
る
者
は
、

中
央
と
地
方
を
問
わ
ず
、
世
人
・
世
相
・
国
人
な
ど
王
権
の
外
部せ

に
位
置
す
る
世
間
で
あ
っ
た
。
肥
後
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
世

ろ
ん

よ
ろ
ん

論
」
が
公
説
と
な
る
「
輿
論
」
形
成
の
問
題
で
あ
る
（
２８
）
。
そ
し
て
、

死
霊
の
祭
祀
者
と
し
て
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
民
間
祭
祀
執
行

ふ
げ
き

者
で
あ
る
巫
覡
で
あ
る
が
、
検
討
し
た
よ
う
に
巫
覡
の
関
与
は
遅

く
、
紀
益
女
を
巫
女
と
す
れ
ば
、
七
六
五
年
が
嚆
矢
で
あ
る
。
西

宮
秀
紀
氏
は
、
巫
覡
の
機
能
を
、
Ａ
病
気
治
療
、
Ｂ
口
寄
せ
（
霊

媒
）、
Ｃ
厭
勝
、
Ｄ
そ
の
他
の
不
可
知
な
出
来
事
に
対
す
る
透

視
・
予
言
、
と
の
四
分
類
を
す
る
（
２９
）
。
口
寄
せ
は
、
神
・
霊
を
憑
依

さ
せ
た
託
宣
で
あ
る
が
、
死
霊
を
用
い
る
口
寄
せ
は
あ
る
時
期
か

ら
の
職
能
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
菅
原
征
子
氏
は
、『
日
本
霊
異

記
』
下
―
三
九
に
、
臨
終
時
に
、「
世
俗
の
法
に
依
り
て
、
飯
占

を
問
ひ
し
時
、
神
霊
、
卜
者
に
託
ひ
て
言
は
く
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
で
は
臨
終
時
に
「
卜
者
」
が
招
か
れ
る
こ
と
が
習
慣
で

あ
っ
た
と
述
べ
る
（
３０
）
。
し
か
し
、
巫
覡
は
臨
終
や
死
後
の
霊
を
扱
っ

て
い
な
か
っ
た
。
霊
魂
祭
祀
の
出
現
が
新
し
い
か
ら
で
あ
る
。
天

平
年
間
以
前
に
死
霊
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
怨
霊
が
存
在

す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
死
霊
を
語
り
出
し
た
の
は
、「
世
間
」

で
あ
っ
た
。

唐
祠
令
の
第
一
条
に
「
在
天
称
祀
、
在
地
為
祭
、
宗
廟
名
享
」

と
あ
り
、
祠
部
郎
中
員
外
郎
条
に
「
凡
祀
之
名
有
四
、
一
曰
祀
天

神
、
二
曰
祭
地
�
、
三
曰
享
人
鬼
、
四
曰
釈
奠
于
先
聖
先
師
」
と

あ
る
。
日
本
の
神
�
令
１
天
神
地
�
条
は
、「
凡
天
神
地
�
者
、

神
�
官
皆
依
常
典
祭
之
」
と
し
、
人
鬼
（
宗
廟
）
祭
祀
を
継
受
し

て
い
な
い
。
井
上
満
郎
氏
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
唐
令
継
受

時
点
で
個
人
の
活
動
は
氏
族
団
体
の
な
か
に
吸
収
・
埋
没
し
て
い

た
か
ら
、
宗
廟
信
仰
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
個
人
霊
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
と
述
べ
る
（
３１
）
。
共
同
体
規
制
が
強
力
な
社
会
で
も
個
は

育
つ
と
考
え
る
が
、
宗
廟
祭
祀
を
継
受
し
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
稲
岡
彰
氏
が
、
隋
・
唐
で
は
怨
霊
を
巫
に
見
せ
る
と
述

べ
て
い
る
（
３２
）
の
と
比
較
し
て
、
死
生
観
は
大
い
に
相
違
す
る
。
職
員

令
１
諸
陵
司
条
は
「
正
一
人
。
掌
祭
陵
霊
」
と
あ
り
、
義
解
は

「
謂
十
二
月
奉
荷
前
幣
是
也
」
と
す
る
。
服
藤
早
苗
氏
は
、
奉
山

陵
幣
儀
で
あ
る
十
二
月
の
荷
前
行
事
に
は
「
別
貢
幣
」
と
「
常

幣
」
が
あ
り
、
治
部
省
諸
陵
寮
主
掌
の
「
常
幣
」
は
大
宝
令
で
成

立
し
て
い
た
と
す
る
（
３３
）
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
死
霊
を
崇

敬
・
畏
怖
し
て
の
祭
祀
で
は
な
い
。

未
発
達
で
あ
っ
た
死
霊
祭
祀
は
七
六
五
年
以
降
、
巫
覡
に
よ
る
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関
与
が
増
加
す
る
。『
新
�
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
天
神
「
巫
部

連
条
」
は
、
雄
略
天
皇
不
予
時
に
筑
紫
豊
国
の
奇
巫
が
召
し
上
げ

ら
れ
、
巫
を
率
い
て
仕
奉
し
、
巫
部
連
を
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
七
月
己
未
条
も
、
同

様
な
祖
先
伝
承
を
載
せ
る
。
雄
略
朝
の
出
来
事
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

『
新
�
姓
氏
録
』
�
上
の
八
一
四
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
伝
承

で
あ
ろ
う
。『
日
本
霊
異
記
』
下
―
三
九
は
既
述
の
よ
う
に
、
民

間
で
は
臨
終
に
際
し
「
卜
者
」
が
招
か
れ
「
神
霊
」
を
憑
依
さ
せ

て
い
た
。
中
―
一
六
は
、
聖
武
朝
に
讃
岐
国
香
川
郡
坂
田
里
の
召

使
が
山
で
死
亡
し
た
と
き
、
家
の
者
が
「
卜
者
」
を
呼
ん
だ
ら
し

き
こ
と
を
記
す
。『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
二
年
（
八
五

二
）
二
月
壬
戌
条
の
藤
原
高
房
の
卒
伝
に
よ
る
と
、
天
長
四
年

む
し
ろ
た

（
八
二
七
）、
美
濃
介
に
な
っ
た
と
き
、
席
田
郡
の
妖
巫
が
霊
を

自
由
に
操
っ
て
い
て
権
勢
は
強
大
で
あ
り
、
古
来
役
人
は
怖
れ
て

介
入
で
き
な
か
っ
た
が
、
高
房
は
単
騎
乗
り
込
み
、「
其
類
」
を

追
捕
し
酷
罰
し
た
。
九
世
紀
に
な
っ
て
も
宗
教
王
国
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
に
驚
く
。
そ
れ
が
「
霊
」
を
操
作
す
る
こ
と
で
成
立
し

て
お
り
、
関
心
を
惹
く
。『
政
事
要
略
』
巻
七
十
糾
弾
雑
事
十

「
蠱
毒
厭
魅
及
巫
覡
等
事
」
所
収
の
『
善
家
異
記
』「
巫
覡
見
鬼
有

徴
験
記
」
は
、
巫
覡
の
役
割
を
伝
え
て
い
る
。
貞
観
四
年
（
八
六

二
）、
三
善
清
行
の
父
の
淡
路
守
三
善
氏
吉
危
篤
の
と
き
、「
能
ク

鬼
ヲ
見
テ
人
ノ
死
生
ヲ
知
ル
」
老
媼
が
阿
波
か
ら
来
た
の
で
氏
吉

の
妻
が
招
い
た
。
氏
吉
二
度
目
の
疾
病
時
に
も
、
こ
の
老
媼
を
招

い
た
。
老
媼
は
巫
女
の
よ
う
な
人
物
で
、
危
篤
の
卜
占
や
治
癒
祈

�
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
平
五
年
（
八
九
三
）、
三
善
清
行
が

備
中
介
の
と
き
に
疫
病
が
流
行
し
、
弟
清
風
の
男
児
が
死
亡
し
た
。

時
に
小
田
郡
か
ら
「
能
ク
鬼
ヲ
見
ル
」
優
婆
塞
が
来
て
お
告
げ
を

し
た
。
巫
覡
で
は
な
い
が
、「
鬼
」
を
操
る
人
物
が
各
地
に
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
西
垣
晴
次
氏
は
、
巫
覡
に
は
、
鬼
の
な
す
と
こ

ろ
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
鬼
を
祭
り
追
却
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
と
す
る
（
３４
）
。

死
魂
を
操
る
人
物
が
各
地
に
い
て
、
怨
霊
思
想
成
立
前
後
か
ら

そ
れ
は
巫
覡
の
役
割
に
な
っ
た
。
死
霊
認
識
の
普
遍
化
を
背
景
と

す
る
の
だ
ろ
う
。
巫
覡
は
平
城
京
や
平
安
京
に
も
出
現
し
、
神
託

の
内
容
に
よ
っ
て
は
禁
断
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
死

霊
を
弔
い
、
死
霊
を
操
っ
て
蘇
生
や
治
療
を
す
る
の
は
地
方
巫
覡

で
あ
り
、
弾
圧
対
象
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
死
霊
は
怨
霊
で

は
な
い
。
宗
教
王
国
の
共
同
性
、
治
療
、
卜
占
、
称
徳
天
皇
の
髪

を
用
い
た
厭
魅
な
ど
は
、
怨
霊
の
力
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
巫
覡

は
、
怨
霊
を
扱
う
こ
と
も
、
死
霊
を
怨
霊
と
認
定
す
る
こ
と
も
、

怨
霊
言
説
を
形
成
す
る
こ
と
も
、
し
て
い
な
か
っ
た
。
永
藤
靖
氏

は
、
敗
残
者
の
怨
霊
に
つ
い
て
、
都
市
人
に
死
者
の
霊
を
祭
祀
す

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

一
一
（
二
二
一
）



る
者
が
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
共
同
体
を
超
え
出
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
土
地
へ
情
報
と
な
っ
て
溢
れ
出
て
増
幅
さ
れ
、
王
権
へ
と
逆
流

し
て
く
る
。
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
新
し
い
祀
り
方
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
御
霊
信
仰
で
あ
る
と
す
る
（
３５
）
。
都
市
に
祭
祀
す
る
者
が

い
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
祭
祀
者
の
有
無
で
は
な
く
、
怨

霊
と
し
て
認
定
す
る
の
が
国
家
で
あ
る
こ
と
に
関
係
し
、
そ
の
た

め
に
霊
は
外
部
か
ら
王
権
へ
と
流
入
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
確
認

し
た
、
怨
霊
が
周
縁
か
ら
中
心
へ
向
か
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
し

て
お
り
、
王
権
は
地
方
の
死
霊
言
説
・
祭
祀
を
取
り
入
れ
て
、
怨

霊
祭
祀
を
制
度
化
す
る
。
敗
残
者
を
含
め
て
死
霊
に
庇
護
を
求
め
、

政
治
や
自
然
現
象
の
安
定
を
目
指
す
の
で
あ
り
、
死
者
祭
祀
を
王

権
の
安
定
に
回
収
す
る
回
路
と
し
て
考
察
す
る
の
が
よ
い
。

２

山
陵
の
祟
り

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
西
山
良
平
氏
は
、
山
陵
の
タ
タ
リ
は

怨
霊
に
触
発
さ
れ
て
出
現
し
、
そ
の
初
見
は
弘
仁
元
年
（
八
一

〇
）
と
し
た
。
怨
霊
言
説
が
成
立
す
る
と
、
怨
霊
本
人
の
墓
を
山

陵
と
し
て
祭
祀
す
る
が
、
西
山
氏
は
、
怨
霊
の
系
譜
が
な
い
山
陵

が
タ
タ
ル
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
す
る
。
神
に
よ
る
祟
り
が
先
行

す
る
が
、
祟
る
死
霊
の
鎮
魂
祭
祀
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
弘
仁
元

年
の
祟
り
と
は
、
嵯
峨
天
皇
の
不
予
が
高
畠
陵
の
祟
り
と
さ
れ
た

こ
と
を
い
い
、
右
大
臣
藤
原
藤
継
や
陰
陽
頭
安
倍
真
勝
ら
を
遣
わ

し
て
、
藤
原
乙
牟
漏
の
高
畠
陵
を
鎮
祭
し
た
（『
類
聚
国
史
』
巻

卅
四
天
皇
不
豫
、
大
同
五
年
七
月
丙
辰
条
。『
日
本
紀
略
』
弘
仁

元
年
七
月
丙
辰
条
）。
乙
牟
漏
は
桓
武
天
皇
の
皇
后
で
、
嵯
峨
天

皇
の
母
で
あ
る
。
母
の
山
陵
が
祟
り
、
子
が
不
予
と
な
っ
た
が
、

母
は
祟
り
の
系
譜
に
は
い
な
い
。
岡
田
莊
司
氏
は
、
神
�
官
人
は

清
浄
を
重
ん
じ
た
の
で
、
穢
れ
た
場
所
に
お
け
る
祭
祀
は
陰
陽
師

が
管
掌
し
た
と
し
、
初
期
の
陰
陽
道
祭
祀
は
山
陵
に
お
け
る
人
霊

へ
の
鎮
謝
・
慰
霊
で
あ
っ
た
と
す
る
（
３６
）
。
し
か
し
、
陰
陽
道
の
関
与

は
、
他
に
、
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
に
、
淡
路
の
早
良
親
王

（
崇
道
天
皇
）
山
陵
に
陰
陽
師
が
派
遣
さ
れ
て
陳
謝
し
た
例
が
確

認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
陰
陽
道
祭
祀
を
山
陵
の
祭
祀
と
規
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
、
山
陵
自
体
は
穢
れ
で
は
な
い
し
、

山
陵
の
穢
れ
は
怨
霊
の
実
在
と
は
別
個
に
発
生
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
初
期
の
怨
霊
言
説
に
お
い
て
は
、
怨
霊
は
山
陵
の
濫
穢
に

よ
る
祟
り
と
し
て
表
象
し
て
お
り
、
両
者
が
結
び
付
い
た
と
こ
ろ

に
、
怨
霊
言
説
発
明
の
過
程
と
意
義
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
る
。

怨
霊
の
発
生
を
、
政
治
的
敗
残
者
に
求
め
る
説
以
外
に
も
、
次

の
よ
う
な
説
が
あ
る
。
疾
く
、
安
井
良
三
氏
は
、
早
良
親
王
の
霊

祟
は
墓
が
濫
穢
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
延
暦
九
年
に
守
冢
一
烟
を
置
い
た
の
は
怨
霊
と
の
関
連
で
は

史
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な
く
、
禍
（
災
変
・
近
親
者
の
死
・
天
然
痘
）
を
福
に
転
じ
る
た

め
に
徳
政
を
布
い
た
政
策
と
関
連
す
る
と
す
る
（
３７
）
。
安
井
説
に
よ
っ

て
、
政
治
的
に
失
脚
・
非
業
の
死
を
遂
げ
た
す
べ
て
の
人
が
、
怨

霊
に
な
ら
な
い
理
由
は
説
明
が
つ
く
が
、
逆
に
柏
原
陵
が
濫
穢
で

あ
っ
て
も
、
桓
武
天
皇
が
怨
霊
に
な
る
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
。

現
象
と
し
て
は
、
陵
墓
の
濫
穢
を
祟
り
の
理
由
と
し
、
政
治
的
犠

牲
に
原
因
を
求
め
な
い
の
は
、
政
府
批
判
を
回
避
す
る
た
め
の
措

置
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
宮
崎
浩
氏
は
、
貞
観
五
年
の
御
霊

会
に
関
し
、
十
年
前
の
仁
寿
三
年
に
御
霊
会
対
象
者
の
橘
逸
勢
が

加
階
さ
れ
る
の
は
疫
病
流
行
以
外
に
は
な
く
、
仁
寿
三
年
に
疫
病

思
想
と
怨
霊
思
想
が
公
に
結
合
し
て
御
霊
概
念
が
生
ま
れ
た
と
す

る
（
３８
）。
し
か
し
、
怨
霊
祭
祀
は
疫
病
鎮
遏
だ
け
が
問
題
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
稿
で
は
怨
霊
思
想
の
存
在
を
前
提
と
し
た
論
議
を
し
て

い
な
い
。
今
市
優
子
氏
は
、
貞
観
五
年
の
御
霊
会
の
御
霊
は
政
治

上
の
失
脚
者
の
怨
霊
だ
が
、
十
・
十
一
世
紀
で
は
民
間
の
御
霊
会

は
疫
神
の
祭
祀
と
な
り
、
物
恠
と
個
人
霊
を
結
び
付
け
て
疫
病
の

原
因
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
く
（
３９
）
。

山
�
雅
稔
氏
は
、
貞
観
五
年
御
霊
会
の
六
人
の
怨
霊
は
、
桓
武

天
皇
以
来
の
王
統
に
纏
わ
る
事
変
で
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
者

で
あ
り
、
清
和
天
皇
の
正
統
性
に
対
峙
す
る
怨
霊
で
あ
っ
た
と
、

積
極
的
に
政
治
性
を
認
め
て
い
る
（
４０
）
。
紹
介
し
た
疫
病
流
行
な
ど
の

関
連
を
重
視
す
る
見
解
は
、
怨
霊
や
御
霊
を
祀
る
契
機
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
政
治
的
に
排
除
さ
れ
た
人
物
の
霊
で
あ
る
こ

と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
祀
ら
れ
ず
に

放
置
さ
れ
、
ま
た
、
墓
が
濫
穢
さ
れ
る
と
怨
霊
と
な
っ
て
祟
る
訳

で
は
な
い
。
現
象
と
し
て
は
、
冢
墓
の
濫
穢
を
祟
り
の
理
由
と
し
、

国
家
は
そ
の
霊
を
慰
撫
し
て
守
護
を
期
待
す
る
。
怨
霊
と
認
定
し

た
の
で
は
な
い
の
で
、
政
治
的
責
任
を
回
避
で
き
る
。
こ
れ
に
は
、

霊
と
墓
を
巡
る
守
護
霊
祭
祀
の
存
在
が
前
提
と
な
る
。
そ
こ
で
、

霊
魂
祭
祀
の
前
史
を
探
っ
て
み
よ
う
。

３

霊
魂
祭
祀
の
始
ま
り

陵
墓
祭
祀
を
概
観
す
る
に
、『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇
白
雉
元

年
（
六
五
〇
）
十
月
条
に
よ
る
と
、
墳
墓
を
破
壊
さ
れ
た
り
移
さ

れ
た
人
に
賠
償
を
保
証
し
た
。
こ
れ
は
、
私
有
財
産
侵
犯
に
よ
る

保
証
で
あ
り
、
破
壊
を
禁
止
し
て
死
者
を
尊
崇
す
る
た
め
で
は
な

い
。
注
目
さ
れ
る
の
が
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
の
最
中
に
、
神

武
天
皇
陵
に
馬
や
兵
器
を
奉
っ
て
勝
利
を
祈
願
し
た
大
海
人
皇
子

側
の
行
動
で
あ
る
（
天
武
天
皇
紀
元
年
七
月
四
日
是
日
条
）。
始

祖
祭
祀
の
初
見
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
天
皇
は
天
皇
霊
に
守
護

を
求
め
る
が
、
天
皇
霊
は
特
定
の
先
皇
で
は
な
く
、『
日
本
書

紀
』
で
は
全
先
皇
の
集
合
的
な
霊
魂
、
あ
る
い
は
現
天
皇
の
意
味
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で
あ
る
（
４１
）
。
先
祖
祭
祀
で
は
な
い
。
推
古
天
皇
紀
二
十
八
年
（
六
二

〇
）
十
月
条
に
よ
る
と
、
欽
明
天
皇
没
後
五
〇
年
を
迎
え
て
堅
塩

媛
を
欽
明
陵
（
檜
隈
陵
）
に
合
葬
し
、
明
器
・
明
衣
の
類
「
万
五

千
種
」
を
そ
の
「
霊
」
に
奉
奠
し
、
各
氏
族
が
大
柱
を
建
て
て
大

き
さ
を
競
っ
た
。「
霊
」
に
奉
奠
し
て
い
る
が
、
合
葬
儀
礼
を
用

い
た
氏
族
の
仕
奉
関
係
を
確
認
す
る
政
治
儀
礼
で
あ
っ
て
、
先
祖

祭
祀
で
は
な
い
。
顕
宗
天
皇
紀
二
年
八
月
己
未
朔
日
条
に
よ
る
と
、

顕
宗
天
皇
は
父
市
辺
忍
歯
王
を
殺
し
た
雄
略
天
皇
の
「
霊
」
に
報

く
だ

復
し
よ
う
と
し
て
、
陵
を
破
壊
し
て
骨
を
摧
い
て
撒
き
散
ら
か
そ

う
と
す
る
が
、
兄
億
計
王
（
仁
賢
天
皇
）
に
諫
め
ら
れ
て
い
る
。

「
霊
」
は
怨
霊
ど
こ
ろ
か
報
復
の
対
象
で
あ
る
。
な
お
、「
霊
」
は

陵
墓
の
骨
と
と
も
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

上
記
の
神
武
天
皇
は
政
治
的
に
発
見
・
発
明
さ
れ
た
始
祖
で
あ

っ
た
が
、
壬
申
の
乱
で
の
祭
祀
が
契
機
と
な
り
、
継
続
的
に
祭
祀

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
上
田
正
昭
氏
は
、
死
霊
即
祖
霊
で
は
な
く
、

死
霊
の
祭
り
の
継
承
と
私
有
財
産
の
相
続
を
媒
介
に
、
祖
霊
化
そ

し
て
祖
神
化
が
促
進
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
４２
）
。
こ
の
指
摘
は
祖

先
祭
祀
認
定
の
指
標
と
な
る
。
天
武
天
皇
紀
八
年
（
六
七
九
）
三

月
丁
亥
条
に
、「
越
智
に
幸
し
て
、
後
岡
本
天
皇
陵
を
拝
」
む
と

あ
り
、
母
斉
明
天
皇
陵
を
参
拝
し
た
。
十
年
五
月
己
卯
条
に
「
皇

祖
の
御
魂
を
祭
」
る
と
あ
り
、
常
例
と
し
て
の
祖
先
祭
祀
が
開
始

し
た
。
そ
し
て
、
持
統
天
皇
紀
五
年
（
六
九
一
）
十
月
乙
巳
条
の

全
先
皇
陵
治
定
と
陵
戸
設
定
と
い
う
、
律
令
的
陵
墓
政
策
へ
と
展

開
す
る
。

こ
の
意
義
に
つ
い
て
北
康
宏
氏
は
、「
山
陵
に
宿
る
始
祖
と
い

う
血
縁
的
に
遠
い
先
皇
霊
魂
が
宗
教
的
威
力
を
積
極
的
に
発
揮
し

現
天
皇
を
守
護
す
る
と
い
う
続
日
本
紀
的
な
天
皇
霊
観
念
を
生
み

出
す
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る
（
４３
）
。
今
尾
文
昭
氏
は
、

「
倭
京
」「
新
益
京
」
造
成
事
業
に
伴
う
領
域
内
の
古
墳
の
削
平
・

破
壊
と
残
存
に
関
連
し
て
、
既
存
の
古
墳
に
仮
託
し
て
可
視
的
効

果
を
配
慮
し
、「
始
祖
王
墓
」
を
設
定
し
て
皇
統
の
一
系
化
を
図

っ
た
と
指
摘
し
た
（
４４
）
。
政
治
的
に
設
定
さ
れ
た
始
祖
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
開
始
し
た
祖
先
祭
祀
に
あ
っ
て
、
怨
霊
が
存

在
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
（
七
〇

九
）
十
月
癸
巳
条
の
勅
に
お
い
て
、
平
城
京
造
営
に
関
し
、
墳
墓

を
破
壊
し
た
ら
遺
体
は
放
置
せ
ず
直
ち
に
埋
葬
し
て
酒
を
注
い
で

慰
霊
す
る
こ
と
を
命
じ
て
お
り
、
先
述
の
賠
償
と
は
相
違
し
て
い

る
。
死
体
へ
の
尊
崇
は
あ
る
が
怨
霊
を
怖
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

養
老
六
年
（
七
二
二
）
七
月
丙
子
条
に
お
い
て
、
旱
魃
が
収
ま
ら

ず
、
大
赦
や
撫
恤
な
ど
と
と
も
に
放
置
さ
れ
て
い
る
白
骨
や
遺
骸

を
埋
葬
さ
せ
て
い
る
。
骨
へ
の
尊
崇
を
儒
教
的
に
処
置
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
穢
れ
認
識
で
は
な
い
。
墓
と
災
異
と
の
結
び
付
き
に

史
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興
味
を
覚
え
る
。
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
十
二
月
甲
午
条
が
、

寺
院
用
の
採
石
の
た
め
の
墳
墓
破
壊
を
禁
じ
て
い
る
。
破
壊
を
恐

れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
怨
霊
の
存
在
な
ど
考
え
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

怨
霊
は
自
然
発
生
的
に
超
歴
史
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

多
く
の
論
者
が
論
じ
る
よ
う
に
、
守
護
霊
は
怨
霊
に
転
化
す
る
が
（
４５
）
、

守
護
霊
の
登
場
が
即
怨
霊
登
場
に
は
な
ら
な
い
。
怨
霊
の
登
場
に

は
霊
魂
の
不
滅
が
前
提
で
あ
り
、
死
霊
の
祟
り
鎮
魂
の
た
め
に
濫

穢
除
去
な
ど
の
山
陵
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
、
墳
墓
に
死
霊
が
留
ま

っ
て
い
る
と
の
認
識
も
前
提
と
な
る
（
４６
）
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
霊

魂
観
の
検
討
を
経
て
、
初
め
て
怨
霊
思
想
の
創
生
を
論
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

三

怨
霊
思
想
の
発
明

１

怨
霊
発
明
前
史

基
（
某
）
皇
太
子
不
予
に
よ
る
諸
陵
ヘ
の
奉
幣
（『
続
日
本

紀
』
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
丙
戌
条
）
や
、
聖
武
太
上
天
皇

枕
席
不
安
に
よ
る
、
山
科
（
天
智
）・
大
内
の
東
西
（
天
武
・
持

統
）・
安
古
（
文
武
）・
真
弓
（
草
壁
皇
子
）・
奈
保
山
の
東
西

（
元
明
・
元
正
）
の
山
陵
と
太
政
大
臣
（
藤
原
不
比
等
）
の
墓
ヘ

の
奉
幣
（
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
十
月
丙
午
条
）
は
、
単
純

に
守
護
と
し
て
の
霊
に
祈
請
し
て
い
る
。
早
良
親
王
の
怨
霊
が
安

殿
皇
太
子
の
病
を
発
生
さ
せ
る
と
認
識
し
、
祭
祀
に
よ
り
守
護
霊

に
転
じ
さ
せ
る
と
い
う
段
階
に
は
ま
だ
な
い
。
祟
り
が
明
ら
か
な

場
合
、
被
葬
者
が
祭
祀
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
田
中
久
夫
氏
が
、

「
墳
墓
は
被
葬
者
が
そ
の
意
思
を
表
示
し
な
い
限
り
、
祀
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
と
は
（
４７
）
、
怨
霊
祭
祀
の
検
討
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
墳
墓
が
恠
異
を
直
接
表
示
し
な
く
と

も
、
墓
が
突
然
山
陵
に
昇
格
す
る
こ
と
は
あ
り
、
そ
の
背
景
に
政

治
的
思
惑
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。

霊
魂
の
不
滅
に
関
し
、
死
亡
し
た
日
本
武
尊
の
「
神
霊
」
は
白

鳥
に
な
っ
て
飛
び
去
り
、
す
る
と
遺
体
も
な
く
な
っ
て
い
る
（
仲

哀
天
皇
紀
元
年
十
一
月
条
）。
ま
た
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
堅
塩

媛
や
雄
略
天
皇
の
「
霊
」
は
、
墓
に
留
ま
っ
て
い
た
。
西
宮
一
民

氏
は
、
霊
魂
は
墓
所
の
地
下
の
遺
骸
と
と
も
に
あ
る
と
述
べ
て
お

り
（
４８
）、
遺
骸
が
な
く
な
る
と
霊
魂
も
消
滅
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
霊
魂
観
の
変
遷
を
展
開
で
き
な
い
。
余
り
に
も
大
き
な

問
題
す
ぎ
る
。
必
要
最
低
限
の
範
囲
で
言
及
す
る
。
ヒ
ト
は
、
肉

と
骨
と
霊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
死
亡
す
る
と
肉
が
朽
ち

果
て
て
時
間
を
か
け
て
白
骨
化
す
る
こ
と
を
、
日
常
的
に
経
験
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
世
紀
前
半
の
火
葬
の
流
行
は
、
霊
魂
観

を
一
変
さ
せ
た
。
肉
と
骨
を
一
瞬
の
う
ち
に
白
い
粉
と
し
た
。
霊

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

一
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（
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魂
観
に
と
っ
て
は
量
り
知
れ
な
い
衝
撃
で
あ
る
。
死
後
に
お
け
る

「
ヒ
ト
」
の
実
存
を
霊
魂
に
求
め
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ

り
、
霊
魂
は
墓
に
宿
っ
て
い
た
。
初
期
の
怨
霊
が
、
山
陵
の
祟
り

と
な
っ
て
出
現
す
る
理
由
で
あ
る
。

『
日
本
後
紀
』
延
暦
一
八
年
（
七
九
九
）
三
月
丁
巳
条
に
よ
る

と
、
菅
野
真
道
ら
は
、
先
祖
の
葛
井
・
船
・
津
の
三
氏
の
寺
山
の

共
同
墓
地
は
「
子
孫
相
守
、
累
世
不
侵
」
し
て
い
た
が
、
大
勢
の

樵
夫
が
入
山
し
て
冢
樹
を
伐
っ
て
お
り
、「
先
祖
幽
魂
、
永
失
所

帰
」
の
状
態
な
の
で
禁
止
し
て
ほ
し
い
と
、
申
請
書
を
提
出
し
て

い
る
。
他
人
に
と
っ
て
霊
魂
は
祟
り
や
恐
怖
の
存
在
で
は
な
い
が
、

墳
墓
に
宿
る
幽
魂
は
子
孫
に
と
っ
て
は
祭
祀
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
淳
和
太
上
天
皇
は
、「
予
聞
、
人
没
精
魂
皈
天
、

而
空
在
冢
墓
、
鬼
物
憑
焉
、
絶
乃
為
祟
、
長
胎
後
累
。
今
宜
砕
骨

為
粉
、
散
之
山
中
」
と
薄
葬
を
命
令
し
て
お
り
（『
続
日
本
後かえ

紀
』
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
五
月
辛
巳
条
）、「
精
魂
」
は
天
に
皈

る
が
、「
鬼
物
」
は
冢
墓
に
憑
い
て
祟
り
と
な
る
と
述
べ
る
。
怨

霊
思
想
発
見
後
の
差
異
が
問
題
に
な
る
。

佐
藤
弘
夫
氏
は
、
古
代
人
は
人
間
を
霊
魂
と
肉
体
か
ら
な
る
と

考
え
て
お
り
、
死
が
確
定
し
た
段
階
で
は
遺
骸
は
無
用
な
存
在
で

あ
り
、
遺
族
の
関
心
は
霊
魂
の
浄
化
に
集
中
し
て
お
り
、
死
者
の

霊
魂
と
身
体
の
�
が
り
は
概
し
て
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代

後
期
の
十
一
世
紀
に
入
る
あ
た
り
か
ら
、
寺
へ
の
納
骨
が
出
現
し

た
よ
う
に
、
骨
に
霊
魂
が
宿
り
続
け
る
と
い
う
観
念
が
前
提
で
あ

る
が
、
死
に
よ
っ
て
も
両
者
は
即
座
に
分
離
す
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
観
念
が
、
人
々
に
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
述
べ
る
（
４９
）
。
佐
藤
氏
は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
霊
魂
観

の
変
遷
を
論
じ
て
お
り
、
納
得
で
き
る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
疑

問
も
あ
る
。
庶
民
層
の
死
体
は
特
定
の
葬
地
に
運
ば
れ
簡
単
な
葬

送
儀
礼
を
経
た
あ
と
に
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
十
二
世
紀
こ
ろ
か

ら
納
骨
信
仰
が
普
及
す
る
こ
と
を
、
所
説
の
説
明
根
拠
と
す
る
。

怨
霊
に
関
し
て
は
、
死
者
の
な
か
で
特
に
威
力
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
も
の
は
カ
ミ
と
し
て
扱
わ
れ
、
七
世
紀
末
に
歴
代
の
天
皇
の
霊

が
国
家
守
護
の
カ
ミ
に
ま
で
祭
り
上
げ
ら
れ
、
特
定
の
古
墳
が
そ

の
依
り
代
に
比
定
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
カ
ミ
へ
と
昇
華
す
る
霊
魂

の
発
生
と
そ
の
社
会
的
な
認
識
は
、
そ
の
対
極
に
不
特
定
多
数
の

人
々
に
災
い
を
な
す
邪
悪
な
霊
魂
観
念
�
怨
霊
の
発
生
を
促
し
た

と
す
る
。
天
皇
即
神
論
が
霊
魂
観
に
影
響
を
与
え
、
カ
ミ
の
祟
り

が
怨
霊
の
祟
り
を
類
推
さ
せ
た
こ
と
に
は
同
意
で
き
る
。
し
か
し
、

霊
と
骨
の
関
連
は
、
佐
藤
説
の
設
定
よ
り
も
早
期
に
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
怨
霊
思
想
発
明
の
検
討
に
と
っ
て
は
、
死
霊
が
天
皇
陵
と

の
関
連
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
陵
墓

に
住
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
天
皇
家
の
死
霊
が
、
怨
霊
で
あ
る
と

史
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認
定
さ
れ
る
に
は
、
霊
魂
の
政
治
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
『
続
日
本
紀
』
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
淳
仁

天
皇
は
淡
路
に
配
流
さ
れ
て
廃
帝
に
な
っ
た
が
、
翌
年
の
天
平
神

護
元
年
（
七
六
五
）
十
月
二
十
二
日
、
幽
憤
に
耐
え
ら
れ
ず
に
逃

走
を
図
っ
て
捕
え
ら
れ
、
翌
日
死
亡
し
た
。
重
祚
し
た
称
徳
天
皇

の
紀
伊
巡
幸
中
の
こ
と
で
あ
り
、
淡
路
を
臨
み
見
る
巡
幸
は
淡
路

廃
帝
の
死
に
不
自
然
な
印
象
を
与
え
て
お
り
、
謀
殺
を
思
わ
せ
る
。

そ
も
そ
も
、
配
流
理
由
に
も
疑
問
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
問
わ
な

い
。
既
述
の
如
く
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
八
月
十
八
日
、
廃
帝

を
淡
路
に
改
葬
し
、
僧
六
十
人
に
勤
行
を
さ
せ
て
供
養
し
、
年
少

い
お

の
浄
行
者
二
人
に
墓
の
側
に
廬
ら
せ
て
功
徳
を
積
ま
せ
た
。
改
葬

理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
が
、
こ
の
八
月
に

暴
風
雨
や
飢
饉
が
発
生
し
て
い
る
。
宝
亀
九
年
三
月
二
十
三
日
、

淡
路
親
王
（
淡
路
廃
帝
）
墓
を
山
陵
と
、
母
の
当
麻
山
背
の
墓
を

御
墓
と
呼
ば
せ
、
近
在
の
百
姓
一
戸
を
充
て
て
守
ら
せ
た
。
こ
の

三
月
に
は
土
佐
国
で
大
風
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
た
。

二
十
四
日
に
は
、
皇
太
子
山
部
の
数
カ
月
来
の
病
気
に
よ
り
大
赦

と
三
十
人
の
出
家
を
認
め
た
。
二
十
七
日
に
は
、
大
祓
と
伊
勢
神

宮
・
天
下
諸
神
へ
の
奉
幣
を
し
た
。
前
年
八
年
は
天
変
地
異
が
続

発
し
て
お
り
、
十
一
月
に
は
光
仁
天
皇
が
不
予
、
十
二
月
に
は
皇

太
子
山
部
が
発
病
し
て
い
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
宝
亀
八
年
十
二

月
二
十
五
日
、
井
上
内
親
王
の
改
葬
、
墳
の
御
墓
ヘ
の
昇
格
、
守

冢
設
置
命
令
、
翌
年
正
月
改
葬
実
施
が
続
い
て
お
り
、
一
連
の
措

置
と
し
て
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宝
亀
年
間
か
ら
山
陵
と
災
異
の
関
係
を
暗
示
す

る
記
事
が
頻
出
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
政
治
的
な
犠
牲
者
と
（
５０
）
、

地
震
・
日
蝕
な
ど
社
会
不
安
を
惹
起
す
る
自
然
現
象
の
続
発
や
天

皇
・
皇
太
子
の
不
予
が
関
係
す
る
こ
と
は
、
対
策
の
時
間
的
経
緯

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
犠
牲
者
の
祟
り
や
怨
霊
に
原
因
を
求
め

る
記
述
は
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
怨
霊
慰
撫
の
祭
祀
が
な
い

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
し
か
し
、
怨
霊
の
祟
り
に
よ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
部
皇
太
子
の
不
予
対
策
と
、
初
め

て
早
良
親
王
の
怨
霊
に
よ
る
と
認
定
さ
れ
る
安
殿
皇
太
子
の
不
予

対
策
が
同
一
の
経
緯
を
辿
る
か
ら
で
あ
る
（
後
述
）。
宝
亀
九
年

五
月
二
十
七
日
に
は
、
光
仁
天
皇
の
異
母
姉
の
坂
合
部
内
親
王
が

死
亡
し
た
。
十
月
二
十
五
日
に
は
、
山
部
皇
太
子
の
病
気
が
快
復

し
た
の
で
、
皇
太
子
を
伊
勢
神
宮
に
赴
か
せ
親
拝
さ
せ
た
。
後
述

の
如
く
、
安
殿
皇
太
子
（
平
城
天
皇
）
の
病
気
前
後
に
も
、
桓
武

天
皇
周
辺
で
は
母
や
皇
后
な
ど
が
相
次
い
で
死
亡
し
、
皇
太
子
は

延
暦
十
年
（
七
九
一
）
十
月
二
十
七
日
に
伊
勢
神
宮
親
拝
を
し
た
。

皇
太
子
の
伊
勢
神
宮
親
拝
は
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
安
殿
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皇
太
子
の
病
は
、
延
暦
十
一
年
六
月
に
、「
卜
」
に
よ
り
早
良
親

王
の
祟
り
が
原
因
と
さ
れ
、
そ
の
「
霊
」
に
謝
し
た
。『
類
聚
国

史
』
巻
廿
五
追
天
皇
号
、
延
暦
十
一
年
六
月
庚
子
条
の
勅
に
よ
る

と
、
延
暦
九
年
に
守
冢
一
烟
を
置
き
、
郡
司
に
守
衛
を
専
当
さ
せ

た
が
任
務
を
果
た
さ
な
い
の
で
祟
り
が
発
生
し
た
。
安
殿
皇
太
子

の
病
は
、
冢
墓
濫
穢
を
原
因
と
す
る
早
良
親
王
の
祟
り
に
よ
る
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
怨
霊
の
語
は
ま
だ
な
い
が
、
霊
に
謝
罪
し
て

い
る
よ
う
に
、
怨
霊
の
表
舞
台
へ
の
登
場
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
光
仁
天
皇
や
山
部
皇
太
子
の
病
因
を
淳
仁
天
皇
や
井

上
皇
后
の
祟
り
と
す
る
の
は
、
私
�
読
者
の
解
釈
で
あ
る
。『
続

日
本
紀
』
編
纂
者
は
、
早
良
親
王
の
祟
り
が
認
定
さ
れ
る
ま
で
祟

り
を
不
予
の
原
因
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
祟
り
や
怨
霊
の
認

定
を
巡
る
政
治
学
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

２

怨
霊
思
想
の
政
治
学

早
良
親
王
の
事
件
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
編
纂
に
あ
た

り
、
桓
武
天
皇
が
正
史
か
ら
抹
消
し
、
藤
原
薬
子
が
復
活
さ
せ
、

嵯
峨
天
皇
が
再
び
削
除
し
た
と
さ
れ
る
（
５１
）
。
極
め
て
政
治
的
思
惑
に

よ
る
編
纂
で
あ
り
、
経
緯
復
元
さ
え
も
困
難
で
あ
る
（
５２
）
。
し
か
し
、

冤
罪
か
ど
う
か
な
ど
の
解
釈
を
除
き
、
史
料
に
残
る
対
応
策
は
事

実
と
大
き
く
乖
離
し
な
い
だ
ろ
う
。

『
日
本
紀
略
』
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
九
月
二
十
八
日
条
は
、

藤
原
種
継
暗
殺
に
関
与
し
た
と
し
て
皇
太
子
を
廃
さ
れ
た
早
良
親

王
は
、
淡
路
に
移
送
中
に
断
食
を
し
て
死
亡
し
、
淡
路
に
葬
っ
た

と
す
る
。『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
十
月
八
日
に
山
科
（
天

智
）・
田
原
（
光
仁
）・
後
佐
保
（
聖
武
）
の
山
陵
に
廃
太
子
を
報

告
し
、
十
一
月
二
十
五
日
に
、
安
殿
親
王
は
立
太
子
し
た
。
延
暦

五
年
十
月
二
十
八
日
に
は
、
光
仁
天
皇
陵
（
広
岡
山
陵
）
を
大
和

国
田
原
陵
に
改
葬
し
た
。
改
葬
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
延
暦
七
年

一
月
十
五
日
、
皇
太
子
安
殿
は
元
服
し
た
が
、
旱
天
が
続
く
な
か
、

五
月
四
日
に
桓
武
天
皇
夫
人
藤
原
旅
子
が
死
亡
し
、
六
月
に
中
納

言
石
川
名
足
、
七
月
に
前
右
大
臣
中
臣
清
麻
呂
と
い
う
よ
う
に
、

高
官
が
相
次
い
で
死
亡
し
た
。
天
変
地
異
も
続
発
し
た
。

延
暦
八
年
は
、
正
月
二
日
の
日
蝕
で
明
け
た
。
征
夷
の
失
敗
、

飢
饉
が
続
く
な
か
、
九
月
に
右
大
臣
藤
原
是
公
が
死
亡
し
た
の
を

始
め
と
し
、
官
人
の
死
亡
が
相
次
い
だ
。
十
二
月
二
十
八
日
、
桓

武
天
皇
の
生
母
高
野
新
笠
が
死
亡
し
た
。
全
国
の
諸
寺
に
お
け
る

大
般
若
経
の
読
誦
も
そ
の
甲
斐
は
な
か
っ
た
。

延
暦
九
年
閏
三
月
十
日
、
病
に
あ
っ
た
桓
武
天
皇
皇
后
藤
原
乙

牟
漏
の
た
め
に
二
〇
〇
人
の
出
家
や
賑
給
を
し
た
が
、
死
亡
し
た
。

十
六
日
、
大
赦
、
正
税
未
納
や
調
庸
未
進
の
免
除
。
国
哀
、
災
変
、

す
な
わ
ち
、
皇
太
后
・
皇
后
や
高
官
の
相
次
ぐ
死
、
天
変
地
異
の

史
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表 井上皇后と早良親王の怨霊への経緯

備考

淳仁天皇死亡

淳仁天皇改葬、常廬

光仁天皇・山部皇太子不予

淳仁天皇の墓を山陵に改称。
山部皇太子伊勢神宮親拝

母高野新笠死亡

皇后藤原乙牟漏死亡。安殿
皇太子不予

安殿皇太子伊勢神宮親拝

安殿皇太子不予

桓武天皇不予

女巫が桓武天皇の病因を託
宣

桓武天皇重体・死亡

嵯峨天皇不予。高畠陵（母
藤原乙牟漏）の祟り

早良親王

廃太子、死亡

守冢配置

卜により安殿皇太子不予が墓の祟
りと判明、霊に陳謝

亡霊が安殿皇太子を悩ましており
霊に謝。陵前読経。霊に謝

崇道天皇に追称。山陵に改称

寺を淡路に建立。諸国に小倉を建設。
天皇に准じる国忌。怨霊に謝。大和
の八島に改葬。唐物を献上。写経

全国の国分寺で読経

得度・写経

井上皇后

廃后、他戸親王廃太子

母子同時死亡

御墓に改称、守冢配置

改葬

皇后に追復。山陵に改称

霊安寺に小倉を造り神霊の怨魂を
慰撫

陵前読経

宇智陵・伊勢神宮に奉幣

年代

天平神護元年
（７６５）

宝亀３（７７２）

６（７７５）

８（７７７）

９（７７８）

延暦４（７８５）

８（７８９）

９（７９０）

１０（７９１）

１１（７９２）

１６（７９７）

１９（８００）

２３（８０４）

２４（８０５）

２５（８０６）

大同４（８０９）

大同５（８１０）

弘仁１０（８２０）

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
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九
（
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九
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続
発
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
災
変
や
高
官
の
死
が

相
次
い
だ
。
七
月
二
十
一
日
、
桓
武
天
皇
夫
人
坂
上
又
子
死
亡
。

九
月
三
日
に
は
、
長
岡
京
下
の
七
寺
に
誦
経
さ
せ
た
。
皇
太
子
安

殿
の
病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
間
も
、
疫
病
・
飢
饉
、

高
官
の
死
亡
、
地
震
、
天
然
痘
流
行
な
ど
が
続
い
て
い
た
。
こ
の

年
、
既
述
の
よ
う
に
、
早
良
親
王
の
冢
を
守
衛
さ
せ
た
。
し
か
し
、

専
当
郡
司
の
懈
怠
は
延
暦
十
一
年
に
祟
り
の
原
因
と
さ
れ
た
。

延
暦
十
年
四
月
十
八
日
、
山
背
国
の
す
べ
て
の
寺
院
の
塔
を
修

理
さ
せ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
修
理
は
皇
太
子
の
重
篤
を
思
わ

せ
る
。
こ
の
年
も
旱
害
と
疫
病
が
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
八
月

三
日
の
夜
、
伊
勢
大
神
宮
に
盗
賊
が
侵
入
し
て
放
火
し
た
。
十
四

日
、
さ
っ
そ
く
参
議
春
宮
大
夫
紀
古
佐
美
や
参
議
神
�
伯
大
中
臣

諸
魚
ら
を
伊
勢
に
派
遣
・
奉
幣
し
て
謝
し
、
造
神
宮
使
を
任
命
し

て
再
建
に
着
手
し
た
。
神
�
伯
に
加
え
て
春
宮
大
夫
の
派
遣
は
、

皇
太
子
の
病
状
と
の
関
連
を
措
い
て
は
考
え
ら
れ
ず
、
病
因
を
伊

勢
神
宮
の
出
火
の
穢
れ
と
考
え
て
神
に
謝
罪
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
十
月
二
十
七
日
、
病
状
が
回
復
し
た
皇
太
子
を
伊
勢
神
宮

参
拝
に
赴
か
せ
た
。

桓
武
天
皇
も
皇
太
子
時
代
に
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た
伊
勢
神
宮

を
親
拝
し
て
い
る
。
安
殿
皇
太
子
に
同
じ
こ
と
を
さ
せ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
こ
ま
で
は
従
来
型
の
対
応
策
で
あ
る
。
怨
霊
の
祟
り
と

は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然
そ
の
対
応
は
従
来
型
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
を
境
に
大
き
く
変
化
す
る
。

畿
内
の
名
神
に
奉
幣
し
、
続
い
て
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
一
年

六
月
癸
巳
条
に
、「
皇
太
子
久
病
、
卜
之
崇
道
天
皇
為
祟
、
遣
諸

陵
頭
調
使
主
等
淡
路
国
、
奉
謝
其
霊
」
と
あ
る
。『
類
聚
国
史
』

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
延
暦
九
年
に
採
ら
れ
た
措
置
が

遵
守
さ
れ
ず
に
起
き
た
冢
墓
守
衛
の
懈
怠
に
よ
る
祟
り
に
原
因
が

求
め
ら
れ
（
既
述
）、
政
治
的
理
由
に
よ
る
怨
霊
と
は
さ
れ
な
い

が
、
霊
に
謝
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
崇
道
天
皇
」
の

名
称
は
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
の
追
称
で
あ
る
が
、
こ
の

「
卜
」
に
つ
い
て
、
大
江
篤
氏
は
、
陰
陽
道
の
「
占
」
と
区
別
さ

れ
る
神
�
官
の
う
ら
な
い
で
あ
り
、
卜
部
に
よ
る
亀
卜
に
よ
っ
て

認
定
さ
れ
た
と
し
、
そ
の
背
景
は
、
南
都
寺
院
の
不
満
を
桓
武
天

皇
に
突
き
つ
け
る
た
め
に
、
南
都
と
親
交
の
あ
っ
た
神
�
伯
大
中

臣
諸
魚
が
神
を
う
ら
な
う
亀
卜
を
も
っ
て
、
早
良
親
王
の
霊
を

「
祟
」
の
主
体
と
し
て
現
出
さ
せ
た
と
説
い
た
（
５３
）
。
こ
こ
で
は
、
認

定
し
た
人
物
を
推
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
認
定
の
意
義
に
こ
だ

わ
っ
て
み
る
と
、
怨
霊
の
言
葉
こ
そ
ま
だ
な
い
が
、
祟
り
の
主
体

の
認
定
方
法
を
得
た
こ
と
は
、
病
気
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
記
事
は
、
祟
り
と
死
霊
が
一
致
し
た
初
見

記
事
で
あ
る
。
従
来
、
死
霊
は
時
人
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、

史
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病
因
を
早
良
親
王
の
霊
に
よ
る
祟
り
と
国
家
が
初
め
て
認
定
し
、

か
ら
ぼ
り

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
三
日
後
に
冢
下
に
隍
を
設
置
し
て
濫
穢
を

防
い
で
祟
り
の
出
現
を
防
止
し
た
（『
類
聚
国
史
』
巻
廿
五
追
号

天
皇
、
延
暦
十
一
年
六
月
庚
子
条
）。
墓
に
は
霊
が
宿
り
、
穢
れ

が
あ
れ
ば
祟
り
を
な
す
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

死
霊
祭
祀
、
霊
が
宿
る
陵
墓
、
祟
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で

登
場
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
一
つ
に
な
り
「
怨
霊
」
の
登

場
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
再
確
認
す
る
が
、
祟
り
の
原
因
が
冢
墓
濫
穢
と
さ
れ

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
認
定
後
は
原
因
を
明
示
す
る
こ
と

は
な
く
、
国
家
の
政
治
的
責
任
は
隠
蔽
さ
れ
批
判
は
回
避
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

従
前
、
祟
り
の
主
体
は
神
で
あ
っ
た
（
５４
）
。
正
体
は
託
宣
・
夢
・
卜

占
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
神
意
が
タ
ツ
�
現
わ
れ
、
そ
の
表
象

は
恠
異
な
ど
の
自
然
現
象
と
な
る
（
５５
）
。
人
霊
が
主
体
に
な
る
の
に
は

霊
魂
観
の
飛
躍
が
必
要
で
あ
り
、
早
良
親
王
の
死
霊
が
最
初
の
発

露
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
初
め
て
の
認
定
が
国
家
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
。
最
初
神
�
官
が
認
定
し
た
が
、
延
暦
十
九
年
（
八
〇

〇
）
に
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
と
称
し
た
と
き
は
、
陰
陽
師
や
衆

僧
に
山
陵
に
謝
罪
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
仏
事
が
圧
倒
す
る
（
既

述
）。

こ
の
認
定
に
関
し
、
祟
り
や
後
述
す
る
怨
霊
も
含
め
、
一
度
認

定
さ
れ
れ
ば
言
説
と
な
り
、
そ
の
都
度
認
定
す
る
必
要
は
な
く
な

る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
私
見
で
は
怨
霊
思
想
の
発
見
を
霊

魂
観
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
考
察
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
怨
霊
の

発
生
を
想
定
す
る
論
者
に
あ
っ
て
、
外
来
信
仰
の
影
響
を
指
摘
す

る
説
が
あ
る
。
佐
伯
有
清
氏
は
、
中
国
古
代
の
怨
霊
で
あ
る
伍
子

胥
神
や
項
羽
神
を
祀
る
殺
牛
信
仰
が
輸
入
さ
れ
て
怨
霊
思
想
に
な

っ
た
と
す
る
（
５６
）
。
藪
田
嘉
一
郎
氏
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
巻
二
十
一

昭
公
七
年
に
記
す
伯
有
（
良
霄
）
の
怨
霊
の
故
事
に
依
拠
す
る
と

す
る
（
５７
）
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
九
月
甲
戌
条
に
、

畿
内
周
辺
国
で
の
殺
牛
漢
神
祭
祀
の
禁
断
令
が
載
っ
て
お
り
、
早

良
親
王
怨
霊
化
の
時
期
と
重
な
る
が
、
殺
牛
漢
神
祭
祀
の
広
汎
な

普
及
と
怨
霊
思
想
と
を
結
び
付
け
る
媒
介
項
は
何
も
な
い
（
５８
）
。
彼
此

の
霊
魂
観
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
中
国
の
影
響
は
な
い
と

考
え
る
。

安
殿
皇
太
子
は
小
康
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
健
康
状
態
に
関

す
る
記
事
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
間
に
も
災
異
や
近
親
者
の
死
は

相
次
い
だ
。『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
延
暦
十
三
年
五
月
二
十

八
日
、
皇
太
子
の
妃
藤
原
帯
子
が
急
死
し
た
。『
日
本
後
紀
』
に

よ
る
と
、
十
五
年
七
月
十
六
日
、
右
大
臣
で
皇
太
子
傅
の
藤
原
継

縄
が
死
亡
し
た
。
死
霊
と
結
び
付
け
る
叙
述
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
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十
二
月
二
十
九
日
に
は
流
人
の
氷
上
川
継
の
課
役
を
免
じ
て
い
る
。

氷
上
川
継
は
、
新
田
部
親
王
の
子
塩
焼
王
と
聖
武
天
皇
の
娘
不
破

内
親
王
と
の
子
で
あ
り
、
天
武
・
聖
武
天
皇
の
直
系
で
あ
る
が
、

『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
閏
正
月
丁
酉
条
は
、
謀
反

が
露
見
し
伊
豆
三
島
に
遠
流
し
た
と
す
る
。
事
件
は
陰
謀
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
課
役
免
除
に
よ
り
皇
太
子
周
辺
で
発
生
す
る
不

幸
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
直
後
、
再
び
早
良
親
王
の
「
霊
」
が
登
場
す
る
。『
扶
桑

略
記
』
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
正
月
十
六
日
条
は
、
以
下
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
興
福
寺
の
善
珠
が
、
安
殿
皇
太
子
の
病
悩
に

大
般
若
経
読
誦
で
験
が
あ
り
、
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
（
５９
）
。
善
珠
は
、

早
良
親
王
と
親
交
が
あ
り
、
廃
太
子
に
な
っ
て
孤
立
し
仏
事
も
営

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、「
此
生
に
讎
を
絶
や
し
、
更

に
怨
を
結
ぶ
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
言
葉
を
使
者
に
託
し
た
。
そ

の
後
、
親
王
の
亡
霊
が
皇
太
子
を
悩
ま
し
た
の
で
、
大
般
若
経
を

転
読
し
て
病
を
取
り
除
き
、
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、

『
日
本
後
紀
』
善
珠
卒
伝
の
逸
文
と
さ
れ
る
（
６０
）
。
再
び
安
殿
自
身
の

周
辺
が
慌
し
く
な
る
。

二
月
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
大
納
言
紀
古
佐
美
を
兼
東

宮
傅
に
す
る
な
ど
、
東
宮
の
陣
容
を
整
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
月

四
日
に
紀
古
佐
美
が
、
二
十
一
日
に
は
善
珠
が
死
亡
す
る
（『
扶

桑
略
記
』
も
）。
そ
う
し
た
折
、
五
月
十
九
日
条
に
、「
於
禁
中
�

東
宮
、
転
読
金
剛
般
若
経
、
以
有
恠
異
也
」、
二
十
日
条
に
は
、

「
遣
僧
二
人
於
淡
路
国
、
転
経
悔
過
、
謝
崇
道
天
皇
之
霊
也
」
と

あ
る
。
安
殿
皇
太
子
周
辺
で
死
が
相
次
ぐ
な
か
、
禁
中
や
東
宮
で

の
恠
異
発
生
の
原
因
が
、
早
良
親
王
の
霊
に
よ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
。
延
暦
十
一
年
の
早
良
親
王
の
霊
に
よ
る
と
す
る
祟
り
認
定

と
は
相
違
し
、
今
回
は
認
定
作
業
を
経
ず
初
め
か
ら
早
良
親
王
の

霊
と
認
識
さ
れ
、
そ
れ
も
、
仏
教
に
よ
っ
て
鎮
圧
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

そ
し
て
、『
日
本
紀
略
』
は
、
翌
延
暦
十
七
年
、
早
良
親
王
の

甥
五
百
枝
王
（
６１
）
を
派
遣
し
、
遺
骸
を
淡
路
か
ら
大
和
八
島
に
移
し
て

墓
を
造
っ
た
と
す
る
。
時
間
的
文
脈
に
お
い
て
は
矛
盾
せ
ず
、
編

纂
者
も
そ
の
文
脈
で
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、『
日
本
後
紀
』

は
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
の
こ
と
と
し
齟
齬
す
る
。
後
者
が

正
し
い
（
後
述
）。
四
月
十
七
日
に
は
、
大
伴
親
王
（
淳
和
天

皇
）
と
葛
原
親
王
が
元
服
し
た
。

『
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
、
延
暦
十
八
年
二
月
七
日
に
神
野
親

王
（
嵯
峨
天
皇
）
が
元
服
し
た
。
十
五
日
に
は
、
春
宮
亮
で
も
あ

る
大
伴
是
成
と
伝
燈
大
法
師
位
の
泰
信
ら
を
淡
路
国
に
派
遣
し
、

奉
幣
し
て
早
良
親
王
の
霊
に
謝
し
た
。
奉
幣
の
理
由
は
明
記
さ
れ

な
い
が
、
安
殿
皇
太
子
が
立
太
子
し
た
翌
年
の
延
暦
五
年
に
誕
生

史

学
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し
た
、
こ
れ
ら
三
人
の
弟
の
元
服
と
関
係
す
る
措
置
で
あ
り
、
守

護
す
る
霊
と
し
て
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
一

日
に
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
和
気
清
麻
呂
が
死
亡
し
た
。
そ
し
て
、

二
月
頃
か
ら
の
各
地
で
の
飢
饉
、
加
え
て
四
月
の
畿
内
で
の
洪
水
、

五
月
の
風
旱
な
ど
で
全
国
的
に
飢
饉
と
な
り
、
賑
給
や
赦
除
令
、

宮
中
・
春
宮
で
の
大
般
若
経
転
読
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

早
良
親
王
の
霊
に
両
義
性
を
見
出
す
の
は
他
で
も
な
い
。
延
暦

十
九
年
（
八
〇
〇
）
の
措
置
か
ら
い
え
る
。
こ
の
年
の
前
半
は
、

残
さ
れ
た
史
料
に
顕
著
な
災
異
は
窺
え
な
い
。
六
月
一
日
に
日
蝕

が
あ
っ
た
程
度
で
あ
る
（『
日
本
紀
略
』）。
そ
う
し
た
折
、『
類
聚

国
史
』
巻
廿
五
追
号
天
皇
・
巻
卅
六
山
陵
、
延
暦
十
九
年
七
月
己

未
条
に
よ
る
と
、
桓
武
天
皇
は
「
朕
有
所
思
」
り
て
、
故
皇
太
子

早
良
親
王
に
「
崇
道
天
皇
」
を
追
称
し
、
故
廃
皇
后
井
上
内
親
王

に
皇
后
の
称
を
追
復
し
、
二
人
の
墓
を
「
山
陵
」
と
し
、
大
伴
是

成
が
陰
陽
師
や
衆
僧
を
率
い
て
崇
道
天
皇
の
山
陵
に
陳
謝
し
た
。

二
十
八
日
に
は
、
崇
道
天
皇
陵
に
追
尊
を
、
皇
后
陵
に
復
位
を
報

告
し
た
。
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
災
異
や
安
殿
皇
太
子
の
病

状
悪
化
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
死
者
を
善
霊
や
御
霊
と
し
て
積

極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
穏
が
続
い
た
。
蝦
夷
と
の
戦
争
は
続
い
て
お
り
、

時
折
発
生
す
る
災
害
は
あ
っ
た
が
、
早
良
親
王
の
霊
は
忘
れ
ら
れ

て
い
た
。
唐
突
に
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）

十
二
月
二
十
五
日
条
は
、
天
皇
の
病
気
記
事
を
載
せ
る
。
そ
れ
ま

で
行
幸
や
狩
猟
を
好
ん
で
繰
り
返
し
て
い
た
。
使
人
を
平
城
京
の

七
大
寺
に
派
遣
し
、
綿
を
施
入
、
誦
経
、
京
内
の
飢
え
て
い
る
道

俗
に
賑
恤
、
翌
二
十
五
日
に
は
恩
赦
。
翌
年
二
十
四
年
正
月
一
日

は
、
病
気
の
た
め
廃
朝
。
早
良
親
王
の
霊
と
の
関
連
は
語
ら
れ
て

い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
十
四
日
の
明
け
方
、
急
に
皇
太
子
を
召
喚

し
、
寝
所
で
言
葉
を
続
け
た
。
後
事
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
放
生
を
し
、
崇
道
天
皇
の
た
め
に
寺
を
淡
路
国
に
建
て
る

こ
と
に
し
た
。
諸
国
の
塔
の
修
理
も
命
じ
た
。
明
け
方
に
早
良
親

王
の
夢
で
も
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
た
存
在

で
あ
っ
た
が
、
病
気
と
な
り
恐
怖
が
甦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
十

二
日
に
は
大
隕
石
が
落
下
。

二
月
六
日
、
一
五
〇
人
の
僧
侶
に
宮
中
と
春
宮
坊
で
読
経
さ
せ
、

一
棟
の
小
倉
を
霊
安
寺
に
造
り
稲
を
納
め
、「
慰
神
霊
之
怨
魂

也
」
の
た
め
に
調
綿
・
庸
綿
を
納
め
た
。
井
上
内
親
王
の
霊
は

「
怨
魂
」
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
夢
見
判
断
で
も
用
い
ら
れ
る

卜
占
な
ど
も
し
て
い
な
い
。
早
良
親
王
の
霊
の
祟
り
認
定
後
は
、

認
定
手
続
き
を
経
ず
に
、
早
良
親
王
の
霊
や
井
上
皇
后
の
怨
魂
に

病
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
二
月
十
日
に
、
平
城
京
の

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
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女
巫
の
託
宣
に
よ
り
、
桓
武
天
皇
の
病
気
は
、
石
上
神
宮
の
神
宝

の
武
器
を
平
安
京
近
く
の
山
城
国
葛
野
郡
に
移
し
た
こ
と
に
よ
る

と
判
明
し
た
。
神
に
働
き
か
け
て
う
ら
な
う
こ
と
を
職
掌
と
す
る
、

巫
覡
に
よ
る
反
撃
で
あ
ろ
う
。
武
器
は
石
上
神
宮
に
返
納
さ
れ
た

が
、
治
癒
せ
ず
、
十
九
日
に
は
諸
国
の
国
分
寺
で
薬
師
悔
過
を
し

て
い
る
。
得
度
枠
も
次
々
に
増
や
し
た
。
三
月
二
十
日
、
五
百
枝

王
ら
の
罪
を
免
じ
入
京
さ
せ
た
。
二
十
三
日
に
は
、
伊
豆
国
の
流

人
氷
上
河
継
を
免
罪
し
た
。
課
役
の
免
除
に
つ
い
て
は
述
べ
て
あ

る
。
二
十
七
日
に
は
、
殿
上
で
灌
頂
法
を
行
い
、
大
恩
赦
を
下
し

た
。
四
月
三
日
に
侍
医
に
下
賜
。

症
状
が
好
転
し
な
い
な
か
、
最
後
に
思
い
至
っ
た
の
は
早
良
親

王
の
霊
で
あ
る
。
四
月
五
日
、
諸
国
に
崇
道
天
皇
の
た
め
に
小
倉

を
建
て
て
正
税
を
納
め
、
天
皇
に
准
じ
て
国
忌
・
奉
幣
を
行
う
こ

と
に
し
た
（
６２
）
。
そ
し
て
、「
謝
怨
霊
也
」。
史
料
上
、
初
め
て
「
怨

霊
」
の
言
葉
が
現
れ
た
。
考
え
う
る
万
策
が
尽
き
た
と
き
「
怨

霊
」
に
謝
し
て
お
り
、「
怨
魂
」
よ
り
も
強
力
で
あ
る
。
歴
史
的

文
脈
、
そ
し
て
祭
祀
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
怨
霊
」
の

初
登
場
と
い
え
る
。

十
一
日
、
崇
道
天
皇
霊
を
淡
路
か
ら
大
和
の
八
島
陵
に
改
葬
す

る
臨
時
官
を
任
じ
た
。
七
月
二
十
七
日
、
唐
国
の
文
物
を
、
山
科

（
天
智
）・
後
田
原
（
光
仁
）・
崇
道
（
早
良
親
王
）
の
山
陵
に
献

じ
た
。
前
二
者
が
桓
武
天
皇
の
曾
祖
父
と
父
で
あ
る
よ
う
に
、
弟

の
早
良
親
王
を
守
護
し
て
く
れ
る
霊
と
し
て
天
皇
に
准
じ
て
遇
し

て
い
る
。
怨
霊
思
想
は
、
発
明
当
初
か
ら
祭
祀
を
通
じ
て
善
霊
�

御
霊
と
し
て
取
り
込
み
、
そ
の
威
力
に
頼
る
御
霊
信
仰
と
し
て
成

立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
帰
朝
し
た
最
澄
に
よ
り
、
悔
過
読
経
や
毘
盧
舎
那
法

な
ど
最
新
の
仏
事
が
施
さ
れ
た
が
、
平
癒
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
十
月
二
十
五
日
、
崇
道
天
皇
の
た
め
に
一
切
経
を
書
写
さ
せ
、

書
生
に
叙
位
・
得
度
を
許
し
た
。
早
良
親
王
の
怨
霊
に
謝
罪
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
平
癒
を
願
っ
て
仏
事
が

続
い
た
。

延
暦
二
十
五
年
三
月
十
五
日
、
重
体
に
陥
っ
た
。
五
百
枝
王
を

死
床
に
召
喚
し
た
。
冤
罪
を
認
め
て
謝
罪
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

後
事
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
翌
十
六
日
、
五
百
枝
王
を
従
四

位
上
に
、
氷
上
川
継
を
従
五
位
下
に
復
し
た
（
６３
）
。
一
年
前
に
罪
を
赦

さ
れ
た
二
人
で
あ
る
。
十
七
日
死
亡
。
そ
の
日
の
勅
で
、
藤
原
種

継
暗
殺
事
件
に
連
坐
し
た
関
係
者
は
す
で
に
帰
郷
し
て
い
た
が
、

生
死
を
問
わ
ず
大
伴
家
持
ら
を
本
位
に
復
す
こ
と
を
命
じ
た
。
そ

し
て
、
崇
道
天
皇
の
た
め
に
諸
国
の
国
分
寺
僧
に
、
春
秋
二
仲
月

の
七
日
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
読
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
日
、

東
宮
の
寝
殿
の
上
に
血
が
流
れ
た
。
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死
亡
当
日
、
桓
武
天
皇
は
、
早
良
親
王
だ
け
で
は
な
く
、
追
放

の
原
因
と
な
っ
た
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
関
連
者
の
復
位
を
し
、
そ

の
こ
と
で
早
良
親
王
の
怨
霊
を
鎮
魂
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
東
宮
の
寝
殿
に
血
が
流
れ
た
よ
う
に
、
怨
霊
と
の
和
解

は
な
か
っ
た
。
怨
霊
に
怯
え
た
ま
ま
死
亡
し
た
。

『
日
本
紀
略
』
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
七
月
二
十
七
日
、
崇
道

天
皇
の
た
め
に
一
〇
〇
人
、
伊
予
親
王
の
た
め
に
一
〇
人
、
夫
人

藤
原
氏
（
吉
子
）
の
た
め
に
二
〇
人
の
得
度
を
許
し
、
二
十
九
日

に
崇
道
天
皇
の
た
め
に
川
原
寺
で
法
華
経
一
部
を
書
写
さ
せ
た
。

嵯
峨
天
皇
不
予
に
関
連
す
る
一
連
の
平
癒
祈
願
儀
礼
で
あ
る
が
、

早
良
親
王
の
威
力
が
最
も
畏
怖
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
早
良
親

王
の
怨
霊
が
天
皇
不
予
に
関
連
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
御
霊
と
し
て
は
期
待
さ
れ
続
け
る
。

承
和
六
年
（
八
三
九
）
十
月
辛
酉
、
唐
物
を
伊
勢
神
宮
に
奉
納

し
、
十
二
月
辛
酉
、
仁
明
天
皇
は
建
礼
門
に
御
し
、
田
原
（
光
仁

天
皇
）・
八
島
（
早
良
親
王
）・
楊
梅
（
平
城
天
皇
）・
柏
原
（
桓

武
天
皇
）
の
諸
陵
に
、
唐
物
を
奉
っ
て
い
る
（
６４
）
（『
続
日
本
後
紀
』）。

天
安
二
年
（
八
五
八
）
十
二
月
九
日
、
藤
原
良
房
は
八
島
陵
を
含

む
十
陵
四
墓
を
制
定
し
、
尊
崇
す
べ
き
皇
統
上
の
祖
霊
を
祀
っ
た

（『
日
本
三
代
実
録
』）。
天
皇
霊
と
し
て
守
護
を
期
待
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
怨
霊
と
し
て
祀
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
貞

観
五
年
（
八
六
三
）
の
御
霊
会
と
な
り
、
そ
の
御
霊
の
一
つ
に
崇

道
天
皇
が
祀
ら
れ
、
疫
病
防
遏
が
期
待
さ
れ
た
（『
日
本
三
代
実

録
』）。
怨
霊
に
守
護
を
祈
願
す
る
こ
と
は
、
こ
の
御
霊
会
が
起
源

に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
怨
霊
思
想
の
発
明
に
始
原
し
て

い
た
（
６５
）
。

怨
霊
の
言
葉
が
初
現
し
た
延
暦
二
十
四
年
、
崇
道
天
皇
は
名
称

だ
け
で
は
な
く
扱
い
も
天
皇
に
准
じ
、
陵
墓
も
淡
路
か
ら
大
和
に

移
さ
れ
た
。
怨
霊
は
守
護
す
る
霊
に
昇
華
し
て
い
る
が
、
中
央
�

王
権
は
外
部
�
死
を
取
り
込
ま
ざ
る
を
得
ず
、
天
皇
に
准
じ
る
扱

い
を
す
る
よ
う
に
、
外
部
�
冥
界
の
天
皇
は
中
央
�
天
皇
と
換
置

し
た
と
も
い
え
る
。
制
度
に
は
可
視
的
な
空
間
装
置
が
有
効
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
陵
墓
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
制
度
は
権
力
で
あ
り
、

怨
霊
祭
祀
は
権
力
を
維
持
す
る
。
し
か
し
、
桓
武
天
皇
が
怨
霊
に

怯
え
続
け
て
死
亡
し
た
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
非
和
解
的
な
冥
界

の
天
皇
制
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
的
敗
残
者
を
生
み
出
す
王
権

は
、
絶
え
ず
怨
霊
創
出
を
構
造
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

死
生
観
は
一
直
線
に
発
展
す
る
も
の
で
は
な
く
、
振
幅
の
大
き

い
諸
観
念
が
輻
輳
し
な
が
ら
現
在
に
至
る
。
怨
霊
思
想
も
死
生
観

の
変
遷
に
位
置
付
け
ら
れ
、
原
怨
霊
思
想
は
未
分
化
な
形
で
民
間

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

二
五
（
二
三
五
）



に
流
布
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
発
明
を
国
家
の
認
定
に
よ

る
早
良
親
王
の
霊
に
求
め
た
。
認
定
の
目
的
は
、
陳
謝
・
慰
撫
だ

け
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
は
守
護
す
る
霊
と
し
て
取
り
込
む

こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
怨
霊
思
想
は
、
民
間
宗
教
家
に

よ
る
政
府
批
判
の
結
果
、
国
家
に
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
怨

霊
思
想
は
、
政
治
的
犠
牲
者
と
恠
異
現
象
と
を
関
連
さ
れ
て
政
府

批
判
の
怨
嗟
と
し
て
誤
解
さ
れ
て
き
た
。
怨
霊
思
想
は
、
死
生
観

念
の
あ
る
段
階
や
政
治
的
条
件
を
経
て
歴
史
的
に
成
立
す
る
思
想

で
あ
る
。
米
井
輝
圭
氏
は
、
古
記
録
に
書
き
残
し
た
場
合
で
も
、

そ
こ
に
は
怨
霊
を
特
定
す
る
職
能
者
の
見
解
が
入
っ
て
い
る
と
述

べ
る
が
（
６６
）
、
怨
霊
思
想
発
明
期
に
は
該
当
し
な
い
。

小
峯
和
明
氏
は
、
御
霊
会
に
関
し
、『
日
本
三
代
実
録
』
が
見

え
な
い
疫
病
の
要
因
を
政
争
に
よ
る
怨
霊
と
結
び
付
け
た
の
は
、

ひ
と
え
に
御
霊
の
実
体
を
名
付
け
、
掌
握
す
る
こ
と
が
疫
病
を
撃

退
す
る
こ
と
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
（
６７
）
。
こ
れ
は
、
怨
霊

認
定
の
最
初
の
名
付
け
に
お
い
て
よ
り
明
瞭
で
あ
り
、
不
可
視
の

霊
の
正
体
を
把
握
し
て
制
御
し
、
祭
祀
を
通
じ
て
そ
の
威
力
を
活

用
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
桜
井
徳
太
郎
氏
は
、
日
本
人
の
霊
魂
観

に
二
方
向
が
あ
り
、
支
配
者
が
政
治
責
任
を
糊
塗
す
る
た
め
の
怨

霊
慰
和
と
、
怨
霊
の
祟
り
や
霊
威
を
強
化
す
る
こ
と
で
災
害
祓
除

を
願
う
民
間
の
御
霊
信
仰
の
二
つ
と
す
る
（
６８
）
。
さ
し
ず
め
、
小
嶋
菜

温
子
氏
が
い
う
、〈
穢
れ
〉
の
排
除
と
連
動
さ
せ
て
、
タ
タ
リ
は

形
式
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
先
霊
」
の
呪
縛

力
を
希
薄
に
し
お
お
せ
た
と
の
指
摘
は
（
６９
）
、
王
権
側
か
ら
の
怨
霊
観

を
言
い
当
て
て
い
る
。

し
か
し
、
怨
霊
祭
祀
・
御
霊
会
で
は
、
社
会
不
安
を
解
消
で
き

ず
、
ま
た
、
怨
霊
言
説
は
と
め
ど
も
な
く
怨
霊
を
創
生
す
る
構
造

と
な
っ
て
い
た
。
早
良
親
王
の
怨
霊
と
天
皇
不
予
を
関
係
さ
せ
て

語
る
正
史
は
な
く
な
る
が
（
７０
）
、
こ
こ
で
怨
霊
言
説
を
用
い
た
民
間
に

よ
る
攻
撃
が
初
登
場
す
る
。
そ
も
そ
も
、
怨
霊
思
想
の
発
明
は
、

権
力
の
維
持
と
と
も
に
支
配
層
に
よ
る
天
皇
権
力
掣
肘
の
側
面
が

あ
る
が
、
民
間
に
限
っ
て
述
べ
れ
ば
、
世
相
に
よ
る
認
定
と
、
そ

れ
に
よ
る
政
治
批
判
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
は
、
長
屋
王
の

骨
が
人
々
の
死
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
百
姓
が
憂
い
、
そ
れ
を
聞

い
た
天
皇
が
対
処
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
た
。『
日
本
後
紀
』
弘

仁
三
年
（
八
一
二
）
九
月
二
十
六
日
条
の
勅
は
、
怪
異
を
聖
人
は

語
ら
ず
、「
妖
言
」
は
重
大
な
罪
で
あ
る
が
、
諸
国
は
民
の
「
狂

言
」
を
信
じ
、「
言
上
寔
繁
、
或
言
及
国
家
、
或
妄
陳
禍
福
」
の

状
態
で
あ
り
、
今
後
は
百
姓
の
託
宣
を
取
り
締
ま
る
が
、「
但
有

神
宣
灼
然
、
其
験
尤
著
者
、
国
家
検
察
、
定
実
言
上
」
と
あ
る
。

国
家
批
判
や
禍
福
予
言
に
及
ぶ
よ
う
な
民
間
の
「
狂
言
」
が
言
説

を
形
成
し
て
、
諸
国
に
よ
っ
て
頻
繁
に
報
告
さ
れ
て
い
る
様
子
と
、

史
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国
家
も
そ
れ
を
積
極
的
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
窺
え
る
。

米
井
輝
圭
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
民
間
の
妖
言
禁
止
の
緩
和
で
は

な
く
、
朝
廷
が
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
祟
り
が
及
ぶ
こ
と
を

恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
７１
）
。
民
間
の
言
説
が
先
行
し
、
そ
れ
を
国
家

が
認
定
す
る
こ
と
で
恐
怖
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
構
造
で
あ
る
。

こ
の
例
は
怨
霊
で
は
な
い
が
、
怨
霊
に
関
し
て
は
『
続
日
本
後

紀
』
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
八
月
乙
酉
条
に
、
次
の
よ
う
な
記

事
が
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
は
「
世
間
之
事
、
毎
有
物
恠
、
寄
祟
先
霊
。

是
甚
無
謂
也
」
と
遺
誡
す
る
が
、
藤
原
良
房
を
支
え
る
文
章
博
士

の
春
澄
善
縄
・
菅
原
是
善
は
、「
今
随
有
物
恠
、
令
所
司
卜
筮
、

先
霊
之
祟
明
于
卦
兆
。
臣
等
擬
信
」
と
批
判
す
る
。「
物
恠
」
の

「
も
の
」
は
実
体
の
な
い
霊
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
九
世
紀
に
お

け
る
「
鬼
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
具
象
化
さ
れ
、「
け
」
は
「
も
の
」

の
悪
し
き
影
響
力
の
表
現
で
あ
り
、「
も
の
」
の
憑
着
を
意
味
す

る
語
で
あ
る
（
７２
）
。「
物
」
が
発
す
る
「
気
」
が
「
も
の
の
け
」
な
の

で
あ
り
（
７３
）
、
物
恠
を
先
霊
の
祟
り
と
結
び
付
け
る
「
世
間
」
の
認
識

が
正
し
い
の
で
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
は
そ
れ
を
否
定
し
た
が
（
７４
）
、
為
政

ぼ
く
ぜ
い

者
は
所
司
に
卜
筮
さ
せ
て
先
霊
の
祟
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
天
皇
個
人
の
思
い
を
別
に
す
る
と
、
先
霊
の
祟
り
認
識

に
つ
い
て
、
民
間
と
為
政
者
と
で
は
相
違
し
、
そ
の
用
い
方
に
も

相
違
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
怨
霊
言
説
を
国
家
が
認
定
し
た

結
果
、
民
間
が
国
家
批
判
の
武
器
に
用
い
る
途
を
開
い
た
。

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
五
月
二
十
日
条
は
、

神
泉
苑
御
霊
会
に
つ
い
て
、「
霊
座
六
前
」
は
「
並
び
に
事
に
坐

し
て
誅
せ
ら
れ
、
冤
魂
、
�
を
な
す
」
の
認
識
を
示
し
、「
近
代

以
来
、
疫
病
繁
発
し
、
死
亡
す
る
も
の
甚
だ
衆
し
」
に
つ
い
て
、

「
天
下
以
為
、
此
災
、
御
霊
之
所
生
也
」
と
し
て
、
民
間
で
も
御

霊
会
が
修
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
民
間
の
御
霊
会
で
は
、

天
下
（
世
間
）
は
疫
癘
を
御
霊
の
所
為
と
認
識
し
て
お
り
、
国
家

の
神
泉
苑
御
霊
会
も
民
間
の
言
説
を
受
容
し
て
政
治
的
犠
牲
者
が

冤
魂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
御
霊
会
を
主
催
し
民
衆
に
公

開
し
た
。
民
間
の
言
説
は
無
視
し
難
く
、
国
家
は
そ
れ
を
逆
手
に

と
っ
て
正
体
を
認
定
し
、
冤
魂
を
御
霊
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す

る
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
後
、
い
ち
い
ち
正
体

を
言
挙
げ
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
大
江
篤
氏
は
、
怨
霊
認
定
に

法
相
宗
の
僧
侶
な
ど
の
暗
躍
が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
（
７５
）
。
こ
れ

は
私
見
で
は
国
家
側
の
認
定
と
し
て
承
認
で
き
る
が
、
民
衆
側
は

認
定
な
ど
の
手
順
な
ど
経
ず
に
怨
霊
言
説
を
形
成
し
、
政
治
批
判

に
結
び
付
け
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
怨
霊
認
定
以
前
の
発
生
期
に
あ
っ
て
、「
世

相
」
が
死
魂
を
祀
っ
て
社
会
混
乱
を
惹
起
さ
せ
た
こ
と
に
似
て
い

る
が
、
対
象
は
個
人
や
郷
邑
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

早
良
親
王
怨
霊
言
説
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怨
霊
言
説
は
、
天
皇
家
の
死
や
疫
癘
や
災
害
と
い
う
よ
う
に
、
社

会
全
体
に
強
力
に
影
響
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
祭
祀
が
行
わ

れ
た
。
国
家
は
主
に
仏
教
儀
礼
で
対
処
す
る
が
、
世
間
は
、
例
え

ば
保
明
親
王
の
死
に
つ
い
て
、「
世
を
挙
げ
て
云
ふ
。
菅
帥
の
霊

魂
宿
忿
為
す
と
こ
ろ
な
り
」
と
噂
す
る
よ
う
に
（『
日
本
紀
略
』

延
喜
二
十
三
年
（
九
二
三
）
三
月
二
十
一
日
条
）、
怨
霊
を
次
々

そ
う
し
ゆ
つ

に
生
み
出
し
た
。
簇
出
す
る
恠
異
や
天
皇
家
の
死
は
、
民
間
の

怨
霊
言
説
が
創
出
す
る
。
民
間
の
怨
霊
言
説
は
、
国
家
の
御
霊
信

仰
を
脱
構
築
す
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
怨
霊
認
識
を
通
じ
て
歴
史
を
記
憶
し
て
お
り
、
そ
の
言

説
は
敗
残
者
を
冤
罪
と
し
て
復
権
さ
せ
、
正
史
を
脱
構
築
し
て
書

き
換
え
さ
せ
る
。
怨
霊
言
説
は
、
国
家
に
抗
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

国
家
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
怨
霊
へ
の

同
情
や
憐
憫
と
と
も
に
、
祟
り
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
怨
霊
を
排

除
す
る
。
民
俗
は
、
社
会
秩
序
の
安
定
に
回
帰
す
る
傾
向
を
持
つ
（
７６
）
。

ほ
う
て
き

そ
の
怨
霊
の
放
擲
は
、
死
者
鎮
魂
の
不
可
能
性
を
意
味
す
る
。
生

者
に
よ
る
死
者
物
語
の
語
り
は
、
死
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。

生
者
に
よ
る
二
重
の
簒
奪
で
あ
る
（
７７
）
。
敢
え
て
言
え
ば
、
御
霊
へ
の

昇
華
を
阻
止
す
る
こ
と
で
、
怨
霊
の
声
が
聞
こ
え
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
こ
と
で
、
怨
霊
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

以
下
、
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。

怨
霊
と
し
て
初
め
て
国
家
に
認
定
さ
れ
た
の
は
早
良
親
王
の
霊

で
あ
る
。
天
武
朝
に
守
護
霊
と
し
て
の
祖
先
祭
祀
が
始
ま
り
、
そ

の
霊
魂
観
の
変
遷
を
受
け
て
、
天
平
年
間
に
祖
先
霊
と
は
無
関
係

な
死
霊
が
個
人
や
郷
邑
に
害
を
な
す
と
の
世
論
が
流
布
し
て
い
た
。

宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
に
は
、
山
部
皇
太
子
（
桓
武
天
皇
）
不
予

に
関
連
し
、
井
上
内
親
王
を
改
葬
し
て
御
墓
と
称
し
て
守
冢
を
置

い
た
が
、
霊
と
結
び
付
け
る
認
識
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
宝
亀
年

間
、
光
仁
天
皇
・
山
部
皇
太
子
の
不
予
や
飢
饉
に
際
し
、
改
葬
し

て
山
陵
に
昇
格
し
た
淡
路
廃
帝
（
淳
仁
天
皇
）
に
採
っ
た
措
置
も

同
様
で
あ
っ
た
。

延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）、
安
殿
皇
太
子
（
平
城
天
皇
）
不
予

が
、「
卜
」
に
よ
り
早
良
親
王
の
「
霊
」
の
「
祟
り
」
と
認
定
さ

れ
た
が
、
原
因
は
冢
墓
の
濫
穢
に
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
認
定
に
よ

り
政
治
的
な
背
景
は
不
問
に
さ
れ
た
。
冢
墓
と
祟
り
と
人
霊
が
初

め
て
結
び
付
い
た
瞬
間
で
あ
る
。
以
後
、
死
霊
は
認
定
作
業
を
経

ず
に
頻
繁
に
登
場
し
、
延
暦
十
九
年
に
は
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
、

井
上
内
親
王
を
皇
后
と
呼
び
、
山
陵
と
し
た
。
延
暦
二
十
四
年
、

桓
武
天
皇
の
不
予
に
関
連
し
て
、
井
上
皇
后
の
霊
は
「
怨
魂
」
と

さ
れ
、
崇
道
天
皇
の
霊
は
「
怨
霊
」
と
さ
れ
て
天
皇
に
准
じ
る
待

遇
と
な
り
、
山
陵
は
淡
路
か
ら
大
和
に
改
葬
さ
れ
た
。
怨
霊
の
理

由
を
不
問
に
し
た
ま
ま
守
護
す
る
霊
と
し
て
の
祭
祀
は
、
政
治
責

史
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任
が
追
及
さ
れ
ず
に
王
権
の
維
持
を
図
る
政
策
で
あ
る
。

死
霊
祭
祀
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
民
間
巫
覡
が
関
与
す
る
よ

う
に
な
り
、
政
治
批
判
の
言
説
を
形
成
し
流
布
さ
せ
て
い
た
が
、

国
家
は
権
力
維
持
の
観
点
か
ら
怨
霊
言
説
を
発
明
し
た
。
し
か
し
、

国
家
の
認
定
に
よ
る
怨
霊
祭
祀
の
制
度
化
は
、
権
力
で
あ
る
の
と

同
時
に
公
共
性
も
意
味
し
、
民
間
が
介
入
し
て
権
力
批
判
の
言
説

を
形
成
す
る
途
を
開
い
た
。
ま
た
、
怨
霊
祭
祀
は
、
も
う
一
人
の

天
皇
、
い
わ
ば
冥
界
の
天
皇
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
、
貞
観
五

年
（
八
六
三
）、
国
家
も
民
間
の
怨
霊
言
説
を
採
用
し
、
政
治
的

犠
牲
者
の
冤
魂
が
疫
癘
を
な
す
と
認
め
、
御
霊
会
を
主
催
し
て
民

衆
の
参
加
に
よ
り
鎮
遏
を
図
っ
た
。
怨
霊
は
謝
罪
さ
れ
て
復
権
す

る
が
、
鎮
遏
は
で
き
ず
、
ま
た
、
政
治
的
犠
牲
者
は
創
出
さ
れ
続

け
て
お
り
、
怨
霊
言
説
は
認
定
を
経
ず
に
絶
え
ず
生
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
王
権
の
外
部
か
ら
侵
犯
す
る
怨
霊
言
説
は
、
国

家
の
歴
史
の
書
き
換
え
を
迫
り
、
ま
た
、
そ
の
構
造
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
冥
界
の
天
皇
や
人
格
神
は
、
王
権
の
中
心
を
侵
犯
し
、

権
力
を
脱
構
築
す
る
。

註（
１
）
肥
後
和
男
「
平
安
時
代
に
於
け
る
怨
霊
の
思
想
」（『
史
林
』
二

四
―
一
、
一
九
三
八
年
）。『
日
本
文
化
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三

九
年
）
に
所
収
。
柴
田
實
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書

第
五
巻

御

霊
信
仰
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）
に
収
録
。

（
２
）
高
取
正
男
「
御
霊
会
の
成
立
と
初
期
平
安
京
の
住
民
」（
京
都

大
学
読
史
会
編
『
京
都
大
学
読
史
会
五
十
周
年
記
念
国
史
論
集
』

一
九
五
九
年
。『
民
間
信
仰
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
に

所
収
）、
菊
池
京
子
「
御
霊
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
信
仰
の
支
持
階

層
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
窓
』
一
六
・
一
七
合
併
号
、
一
九
六

〇
年
）。

（
３
）
飯
泉
健
司
「
御
霊
信
仰
の
研
究
史
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑

賞
』
六
三
―
三
、
一
九
九
八
年
）
が
、
御
霊
研
究
の
問
題
点
と
指

針
を
指
摘
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
４
）
小
林
茂
文
「
歴
史
叙
述
と
史
実
の
審
判
―
物
語
論
に
よ
る
歴
史

の
実
践
―
」（『
天
皇
制
創
出
期
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
―
女
帝
物
語
論

―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）
ギ
ャ
ビ
ン
・
ケ
ン
ダ
ー
ル
、
ゲ
イ
リ
ー
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
『
フ
ー

コ
ー
を
使
う
』（
山
家
歩
、
長
坂
和
彦
訳
、
論
創
社
、
二
〇
〇
九

年
）
は
、
フ
ー
コ
ー
的
方
法
に
よ
っ
て
歴
史
を
利
用
す
る
に
は
、

二
次
的
な
判
断
を
留
保
す
る
よ
う
に
試
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
す

る
。
困
難
な
こ
と
だ
が
、
物
語
を
創
作
し
な
い
た
め
の
一
つ
の
方

法
か
と
思
う
。

（
６
）
文
学
研
究
で
は
深
化
し
て
お
り
、
近
年
で
は
高
木
信
『
平
家
物

語
・
想
像
す
る
語
り
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
、
テ
キ
ス
ト

「
批
評
」
の
視
点
か
ら
権
力
の
脱
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

（
７
）
新
谷
尚
紀
「
御
霊
と
祟
り
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
三

―
三
、
一
九
九
八
年
）
は
、
怨
霊
の
発
生
、
御
霊
へ
の
移
行
を
、

段
階
的
に
考
察
す
る
。

（
８
）
山
田
康
弘
『
生
と
死
の
考
古
学
―
縄
文
時
代
の
死
生
観
』（
東
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洋
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
９
）
山
田
雄
司
『
跋
扈
す
る
怨
霊
―
祟
り
と
鎮
魂
の
日
本
史
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。「
怨
霊
研
究
序
説
―
崇
徳
院
怨
霊
の

占
め
る
位
置
―
」（『
崇
徳
院
怨
霊
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
一
年
）
も
参
照
。

（
１０
）
八
重
樫
直
比
古
「『
日
本
書
紀
』
と
怨
霊
」（『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
紀
要

文
化
学
編
』
一
〇
―
一
、
一
九
八
六
年
）。

（
１１
）
山
田
雄
司
、
前
掲
註（
９
）書
。

（
１２
）
荒
木
敏
夫
『
可
能
性
と
し
て
の
女
帝
』（
青
木
書
店
、
一
九
九

九
年
）。

（
１３
）
関
口
裕
子
「
古
代
人
民
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
諸
段
階
」

（『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
「
歴
史
認
識
に
お
け
る
人
民
闘
争
の

視
点
」、
一
九
七
二
年
）。

（
１４
）
村
山
修
一
「
御
霊
頻
発
の
経
緯
と
政
治
的
背
景
」（『
天
神
御
霊

信
仰
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）。

（
１５
）
小
林
茂
文
「
古
代
の
市
の
景
観
―
流
通
外
の
機
能
を
中
心
に

―
」（『
周
縁
の
古
代
史
―
王
権
と
性
・
子
ど
も
・
境
界
―
』
有
精

堂
、
一
九
九
四
年
）。

（
１６
）
中
西
康
裕
「
藤
原
広
嗣
の
乱
」（『
続
日
本
紀
と
奈
良
朝
の
政

変
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
事
件
の
真
相
は
不
明
だ

が
、『
続
日
本
紀
』
編
纂
者
は
世
相
を
用
い
て
広
嗣
の
正
当
性
を
主

張
し
て
い
る
と
す
る
。

（
１７
）
辻
本
弘
「
玄
�
の
首
に
ま
つ
わ
る
説
話
―
御
霊
信
仰
と
の
関
連

か
ら
（
試
案
）
―
」（『
早
稲
田
―
研
究
と
実
践
―
』
三
一
、
二
〇

〇
九
年
）
は
、『
続
日
本
紀
』
に
玄
�
伝
が
編
入
さ
れ
た
の
は
延
暦

十
六
年
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
延
暦
期
に
広
嗣
御
霊
化
の
文
脈
で
玄

�
の
死
が
語
ら
れ
て
い
く
と
す
る
。
広
嗣
に
付
随
し
た
伝
承
と
す

る
点
に
は
同
意
す
る
が
、
広
嗣
の
霊
を
怨
霊
と
し
て
読
む
か
ら
、

早
良
親
王
の
怨
霊
化
と
結
び
付
け
て
延
暦
期
を
導
き
出
す
こ
と
に

な
る
。
死
霊
に
よ
る
害
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
１８
）
長
洋
一
「
藤
原
広
嗣
の
怨
霊
・
覚
書
―
大
宰
府
文
化
の
側
面

―
」（『
歴
史
評
論
』
四
一
七
、
一
九
八
五
年
）。

（
１９
）
義
江
彰
夫
『
神
仏
習
合
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

（
２０
）
『
今
昔
物
語
集
』
の
怨
霊
観
に
つ
い
て
は
、
前
田
雅
之
「
異

国
・
異
人
と
御
霊
」（『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
九
年
）
が
、
自
国
意
識
と
の
関
連
で
展
開
し
て
い
る
。
史

料
や
時
代
に
よ
る
怨
霊
の
語
ら
れ
方
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

（
２１
）
宮
崎
浩
「
貞
観
五
年
御
霊
会
の
政
治
史
的
考
察
」（『
史
学
研

究
』
一
九
八
、
一
九
九
二
年
）
は
、
肥
後
和
男
氏
の
政
治
的
失
脚

者
の
御
霊
（
怨
霊
）
説
を
否
定
し
、
朝
廷
が
恐
れ
て
い
た
の
は
亡

魂
で
は
な
く
、
そ
れ
に
仮
託
し
て
浮
言
を
流
布
す
る
者
で
あ
り
、

奈
良
麻
呂
は
謀
反
を
起
こ
し
た
か
ら
政
府
は
殺
害
し
た
の
で
あ
り
、

怨
霊
と
な
っ
て
朝
廷
に
災
異
を
起
こ
す
と
は
考
え
て
い
な
い
と
す

る
。
し
か
し
、
亡
魂
が
な
け
れ
ば
浮
言
の
流
布
は
な
い
の
で
あ
り
、

ま
た
、
冤
罪
で
は
な
い
が
広
嗣
の
霊
は
怖
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、

冤
罪
の
後
ろ
め
た
さ
で
死
者
を
鎮
魂
す
る
の
で
は
な
い
。
霊
魂
の

存
在
は
人
々
の
意
識
の
俎
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２２
）
西
山
良
平
「〈
神
〉・
怨
霊
・
山
陵
―
タ
タ
リ
の
全
体
史
あ
る
い

は
御
霊
信
仰
再
考
」（
斎
藤
英
喜
編
『
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
の
変
身

譜
』
森
話
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
２３
）
西
山
良
平
、
前
掲
註（
２２
）論
文
。

史
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（
２４
）
池
上
正
二
「
平
安
時
代
初
期
、
朝
廷
の
怨
霊
認
識
に
つ
い
て
の

一
試
論
」（『
湘
南
史
学
』
七
・
八
合
併
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
２５
）
居
駒
永
幸
「『
風
土
記
』
に
見
る
祟
り
神
信
仰
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
―
三
、
一
九
九
八
年
）。

（
２６
）
薬
師
寺
に
お
け
る
大
津
皇
子
信
仰
に
つ
い
て
は
、
上
野
誠
「
非

業
の
死
者
の
語
り
と
王
権
―
祟
り
と
祭
祀
の
円
環
的
構
造
―
」

（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
―
三
、
一
九
九
八
年
）。

（
２７
）
多
田
一
臣
「
大
津
皇
子
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
国
家
の
文

学
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
）。

（
２８
）
佐
藤
卓
己
『
輿
論
と
世
論
―
日
本
的
民
意
の
系
譜
』（
新
潮
社
、

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
２９
）
西
宮
秀
紀
「
日
本
古
代
�
巫
覡
�
論
―
そ
の
実
態
を
中
心
に

―
」（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
古
代
史
論
集

下
』
塙

書
房
、
一
九
八
九
年
）。

（
３０
）
菅
原
征
子
「
奈
良
時
代
の
巫
覡
の
活
動
」（『
日
本
古
代
の
民
間

宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
３１
）
井
上
満
郎
「
御
霊
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
平
安
京
都
市
神
へ
の

視
角
―
」（『
奈
良
大
学
紀
要
』
五
、
一
九
七
六
年
）、「
御
霊
信

仰
」（
上
田
正
昭
編
『
講
座
日
本
の
古
代
信
仰

第
一
巻

神
々
の

思
想
』
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
３２
）
稲
岡
彰
「
怨
霊
思
想
の
源
流
」（『
常
葉
学
園
富
士
短
期
大
学
研

究
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
３３
）
服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
―
天
皇
家
の

成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
家
成
立
史
の
研
究
―
先
祖
祭
祀
・
女
・

子
ど
も
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
）。
常
幣
の
成
立
に
関
す
る
諸

説
は
、
二
星
祐
哉
「
大
宝
令
施
行
と
荷
前
常
幣
」（『
古
代
史
の
研

究
』
一
五
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
霊
」
の

祭
祀
が
天
武
朝
以
降
に
開
始
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

（
３４
）
西
垣
晴
次
「
民
衆
の
宗
教
」（
網
野
善
彦
・
他
編
『
日
本
民
俗

文
化
大
系

４

神
と
仏
�
民
衆
宗
教
の
諸
相
�
』
小
学
館
、
一

九
八
三
年
）。

（
３５
）
永
藤
靖
「
古
代
都
市
と
御
霊
―
怨
霊
か
ら
御
霊
信
仰
へ
―
」

（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
―
三
、
一
九
九
八
年
）。

（
３６
）
岡
田
莊
司
「
陰
陽
道
祭
祀
の
成
立
と
展
開
」（『
國
學
院
大
学
日

本
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
四
、
一
九
八
四
年
）。

（
３７
）
安
井
良
三
「
長
岡
京
の
廃
都
と
早
良
親
王
の
怨
霊
」（『
文
化
史

研
究
』
九
・
一
〇
合
併
号
、
一
九
五
九
年
）。

（
３８
）
宮
崎
浩
、
前
掲
註（
２１
）論
文
。

（
３９
）
今
井
優
子
「
貞
観
五
年
御
霊
会
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
文
化
史

学
』
四
五
、
一
九
八
九
年
）。

（
４０
）
山
�
雅
稔
「
貞
観
五
年
神
泉
苑
御
霊
会
の
政
治
史
的
意
義
―
文

室
宮
田
麻
呂
の
慰
撫
を
中
心
に
―
」（
十
世
紀
研
究
会
編
『
中
世
成

立
期
の
政
治
文
化
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）。

（
４１
）
熊
谷
公
男
「
古
代
王
権
と
タ
マ
（
霊
）」（『
日
本
史
研
究
』
三

〇
八
、
一
九
八
八
年
）。
小
林
敏
男
「
天
皇
霊
と
即
位
儀
礼
」（『
古

代
天
皇
制
の
基
礎
的
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
）。

（
４２
）
上
田
正
昭
「
神
々
の
実
相
」（『
上
田
正
昭
著
作
集
３

古
代
国

家
と
宗
教
』
角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

（
４３
）
北
康
宏
「
律
令
陵
墓
祭
祀
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
八

―
一
一
、
一
九
九
九
年
）。

（
４４
）
今
尾
文
昭
「
考
古
学
か
ら
み
た
律
令
期
陵
墓
の
実
像
」（『
日
本

史
研
究
』
五
二
一
、
二
〇
〇
六
年
）。

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
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（
４５
）
西
山
良
平
「
御
霊
信
仰
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史

第
５
巻

古
代
４
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
は
、
守
護
霊
・
守
護
神
と

怨
霊
は
可
逆
的
に
変
換
し
、
さ
ら
に
一
体
と
な
り
タ
タ
リ
を
増
幅

す
る
と
述
べ
る
。

（
４６
）
中
国
古
代
で
は
、
魂
を
墓
地
に
留
ま
ら
せ
ず
に
廟
に
連
れ
戻
す
。

大
形
徹
『
魂
の
あ
り
か
―
中
国
古
代
の
霊
魂
観
』（
角
川
書
店
、
二

〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
４７
）
田
中
久
夫
「
先
祖
崇
拝
」（『
先
祖
祭
祀
の
展
開
―
日
本
民
俗
学

の
課
題
―
』
清
文
堂
、
一
九
九
九
年
）。

（
４８
）
西
宮
一
民
「
日
本
上
代
人
の
霊
魂
観
」（『
上
代
祭
祀
と
言
語
』

桜
楓
社
、
一
九
九
〇
年
）。

（
４９
）
佐
藤
弘
夫
『
死
者
の
ゆ
く
え
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
５０
）
奈
良
時
代
の
政
治
陰
謀
と
そ
の
犠
牲
者
に
関
す
る
政
治
的
経
緯

に
つ
い
て
は
、
堀
本
正
巳
『
怨
霊
の
古
代
史
―
藤
原
氏
の
陰
謀
』

（
北
冬
舎
、
一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
５１
）
坂
本
太
郎
「
続
日
本
紀
」（『
六
国
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

〇
年
）。

（
５２
）
例
え
ば
、
西
本
昌
弘
「
早
良
親
王
薨
去
の
周
辺
」（『
日
本
歴

史
』
六
二
九
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
早
良
親
王
の
忌
日
や
死
因
に

つ
い
て
検
討
し
、「
藤
原
種
継
事
件
の
再
検
討
―
早
良
親
王
春
宮
坊

と
長
岡
宮
の
造
営
―
」（『
歴
史
科
学
』
六
五
、
二
〇
〇
一
年
）
で

は
、
種
継
暗
殺
者
を
春
宮
坊
に
仕
え
る
大
伴
氏
勢
力
と
す
る
。
所

説
紛
紜
の
状
態
で
あ
る
。

（
５３
）
大
江
篤
「
早
良
親
王
の
�
祟
�
と
�
怨
霊
�」（『
日
本
古
代
の

神
と
霊
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
５４
）
大
江
篤
「�
祟
�
と
神
�
官
の
亀
卜
」（
前
掲
註（
５３
）書
）。

（
５５
）
柳
田
国
男
「
み
さ
き
神
考
」（『
定
本
柳
田
国
男
集

第
三
十

巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
折
口
信
夫
「�
ほ
�・�
う
ら
�

か
ら
�
ほ
か
ひ
�
へ
」（『
折
口
信
夫
全
集

第
十
六
巻
』
中
央
公

論
社
、
一
九
五
六
年
）。

（
５６
）
佐
伯
有
清
『
牛
と
古
代
人
の
生
活
』（
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
）。

（
５７
）
藪
田
嘉
一
郎
「
御
霊
信
仰
の
成
立
と
念
仏
」（『
日
本
古
代
文
化

と
宗
教
』
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
）。

（
５８
）
殺
牛
漢
神
祭
祀
禁
断
に
つ
い
て
は
、
平
林
章
仁
「
常
世
神
や
漢

神
も
肉
が
好
き
」（『
神
々
と
肉
食
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
七
年
）。

（
５９
）
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』
第
一
、
延
暦
十
一
年
丁
丑
条
裏
書
は
、

延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
に
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
。

（
６０
）
小
山
田
和
夫
「『
日
本
後
紀
』
に
お
け
る
僧
侶
の
卒
伝
に
関
す

る
基
礎
的
考
察
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の

祭
祀
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
６１
）
五
百
枝
王
は
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
連
坐
し
た
と
し
て
死
を
降

し
て
伊
予
国
に
流
さ
れ
た
が
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
延
暦
二
十

一
年
六
月
二
十
二
日
に
は
府
下
に
居
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
と

あ
る
。

（
６２
）
服
藤
早
苗
、
前
掲
註（
３３
）論
文
は
、
国
忌
と
十
二
月
の
荷
前
行

事
の
別
貢
幣
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
崇
道
天
皇
は
別
貢
幣
の
対

象
と
な
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
西
本
昌
弘
「
東
山
御
文
庫
所
蔵

の
二
冊
本
『
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
七

―
二
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
と
、
早
良
親
王
の
国
忌
は
天
長
元

年
（
八
二
八
）
十
月
十
日
に
称
徳
天
皇
の
国
忌
と
と
も
に
停
止
さ

れ
た
。
別
貢
幣
に
は
預
か
っ
て
い
る
。

史
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（
６３
）
大
森
亮
尚
「
早
良
親
王
へ
の
鎮
魂
と
大
伴
家
持
―
『
万
葉
集
』

の
成
立
」（『
日
本
の
怨
霊
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
復
権

し
た
五
百
枝
王
が
事
件
の
犠
牲
者
大
伴
家
持
へ
の
鎮
魂
の
意
味
を

込
め
て
、『
万
葉
集
』
の
最
終
編
纂
事
業
を
完
成
さ
せ
た
と
す
る
。

ち
な
み
に
、
怨
霊
の
最
初
を
藤
原
広
嗣
と
す
る
。

（
６４
）
堀
裕
「
七
〜
九
世
紀
の
天
皇
の
先
祖
祭
祀
―
山
陵
・
神
宮
・
廟

の
関
係
史
―
」（
栄
原
永
遠
男
・
他
編
『
律
令
国
家
史
論
集
』
塙
書

房
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、

山
陵
が
「
宗
廟
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
結
果
、
伊
勢
神
宮
と
並
立

し
た
と
述
べ
る
。「
宗
廟
」
は
、
怨
霊
の
発
明
と
、
そ
の
守
護
霊
と

し
て
の
性
格
と
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
６５
）
米
井
輝
圭
「
平
安
時
代
の
御
霊
」（
日
本
仏
教
研
究
会
編
『
日

本
の
仏
教
３

神
と
仏
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
法
蔵
館
、
一
九
九
五

年
）
は
、
御
霊
が
地
域
を
紐
帯
と
す
る
人
間
の
結
合
を
発
生
の
基

礎
に
据
え
て
い
た
の
に
対
し
、
怨
霊
は
人
脈
関
係
の
あ
や
の
中
か

ら
出
て
き
た
と
す
る
。
御
霊
信
仰
の
特
色
に
、
共
同
体
の
指
導

者
・
民
間
宗
教
家
ら
に
よ
る
地
域
的
結
合
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
が
、
怨
霊
発
生
の
基
礎
に
人
間
関
係
が
あ
っ
て
も
地
域
を
紐

帯
と
す
る
人
間
の
結
合
で
は
な
い
。
怨
霊
と
し
て
認
定
し
、
そ
れ

を
善
霊
に
転
じ
よ
う
と
す
る
儀
礼
に
御
霊
信
仰
の
特
色
が
あ
る
と

考
え
る
。

（
６６
）
米
井
輝
圭
、
前
掲
註（
６５
）論
文
。

（
６７
）
小
峯
和
明
「
御
霊
信
仰
論
―
田
楽
と
御
霊
絵
巻
か
ら
」（
赤
坂

憲
雄
編
『
史
層
を
掘
る

第
�
巻

供
犠
の
深
層
へ
』
新
曜
社
、

一
九
九
二
年
）。

（
６８
）
桜
井
徳
太
郎
「
怨
霊
観
と
二
つ
の
型
」（『
霊
魂
観
の
系
譜
―
歴

史
民
俗
学
の
視
点
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

（
６９
）
小
嶋
菜
温
子
「
王
と
死
と
身
体
―
ケ
ガ
レ
の
制
度
史
」（『
か
ぐ

や
姫
幻
想
―
皇
権
と
禁
忌
』
森
話
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
７０
）
早
良
親
王
の
霊
が
中
世
以
降
も
地
方
で
語
り
続
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
牛
山
佳
幸
『【
小
さ
き
社
】
の
列
島
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇

〇
年
）
が
詳
述
す
る
。

（
７１
）
米
井
輝
圭
「
古
代
日
本
の
�
祟
り
の
シ
ス
テ
ム
�
―
律
令
国
家

に
お
け
る
�
祟
り
�
の
用
例
―
」（『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
�
、

一
九
九
三
年
）。

（
７２
）
酒
向
伸
行
「
疫
神
信
仰
の
成
立
―
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
霊
的

世
界
観
―
」（
鳥
越
憲
三
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
村
構
造
と
他
界

観
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）。

（
７３
）
垂
水
稔
「
都
市
空
間
に
お
け
る
結
界
表
象
と
し
て
の
祭
祀
・
祭

礼
空
間
」（『
結
界
の
構
造
―
一
つ
の
歴
史
民
俗
学
的
領
域
論
―
』

名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
）。

（
７４
）
竹
居
明
男
「『
続
日
本
後
紀
』
の
�
物
恠
�
記
事
―
仁
明
朝
の

宮
廷
と
僧
道
昌
」（『
文
化
史
学
』
四
五
、
一
九
八
九
年
）
は
、
仁

明
天
皇
の
代
に
な
る
と
物
恠
は
天
皇
に
よ
っ
て
深
く
信
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
指
摘
す
る
。

（
７５
）
大
江
篤
、
前
掲
註（
５３
）論
文
。

（
７６
）
赤
坂
憲
雄
『
異
人
論
序
説
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
八
五
年
）。

小
松
和
彦
『
異
人
論
―
民
俗
社
会
の
心
性
』（
青
土
社
、
一
九
八
五

年
）。
高
木
信
『
平
家
物
語
・
装
置
と
し
て
の
古
典
』（
春
風
社
、

二
〇
〇
八
年
）
は
、
死
者
の
「
喪
」
の
成
就
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

デ
リ
ダ
の
脱
構
築
を
用
い
て
格
闘
を
続
け
て
い
る
。

（
７７
）
死
を
語
る
困
難
性
や
陥
穽
に
つ
い
て
は
、
北
條
勝
貴
「
死
者
表

早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明

三
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）



象
を
め
ぐ
る
想
像
力
の
臨
界
―
祭
祀
を
求
め
る
者
は
誰
か
―
」

（『
物
語
研
究
』
九
、
二
〇
〇
九
年
）
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

付
記原

稿
提
出
後
に
、
柴
田
博
子
「
怨
霊
思
想
成
立
の
前
提
―
七
・
八
世

紀
に
お
け
る
死
者
観
の
変
容
と
王
権
―
」（
長
洋
一
監
修
・
柴
田
博

子
編
『
日
本
古
代
の
思
想
と
筑
紫
』
�
歌
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
に

接
し
た
。
死
者
祭
祀
の
変
遷
を
説
い
て
怨
霊
思
想
の
成
立
に
言
及
し

て
お
り
、
事
実
関
係
の
確
定
に
お
い
て
本
稿
と
共
通
点
が
多
い
こ
と

に
驚
い
て
い
る
。
参
照
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
ぜ
ひ

参
照
し
て
ほ
し
い
。
本
稿
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
起
源
を

論
じ
た
の
で
は
な
く
、
系
譜
学
的
な
叙
述
に
あ
る
。
起
源
は
偶
然
で

あ
り
、
山
部
皇
太
子
不
予
の
と
き
に
井
上
皇
后
が
怨
霊
に
な
っ
て
も

よ
か
っ
た
。
怨
霊
の
存
在
を
国
家
が
認
定
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
そ

の
こ
と
で
王
権
が
怨
霊
言
説
に
取
り
憑
か
れ
、
民
衆
も
怨
霊
言
説
を

用
い
て
王
権
を
批
判
す
る
、
言
説
と
権
力
を
め
ぐ
る
国
家
権
力
の
脱

構
築
を
系
譜
学
的
に
論
じ
た
。

史

学

第
七
九
巻

第
三
号
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